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RX23Wグループ 

BLE モジュール Firmware Integration Technology 

要旨 

本アプリケーションノートは、Firmware Integration Technology (FIT）を使用した、BLEモジュールについ

て説明します。本モジュールは Bluetooth® Low Energy 通信の制御を行います。以降、本モジュールを BLE 

FITモジュールと称します。 

 

対象デバイス 

RX23Wグループ 

 
 
 
 

関連ドキュメント 

Bluetooth Core Specification (https://www.bluetooth.com) 

RX23Wグループユーザーズマニュアル ハードウェア編 (R01UH0823) 

Firmware Integration Technology ユーザーズマニュアル (R01AN1833) 

RXファミリ ボードサポートパッケージモジュール Firmware Integration Technology (R01AN1685) 

RXファミリ e2 studio に組み込む方法 Firmware Integration Technology (R01AN1723) 

RXファミリ CS+に組み込む方法 Firmware Integration Technology (R01AN1826) 

RXファミリ Renesas FreeRTOS (R01AN4307) 

Renesas e2 studio スマート・コンフィグレータ ユーザーガイド (R20AN0451) 

RX23W グループ Bluetooth 専用クロック周波数の調整手順 (R01AN4762) 

Bluetooth Low Energy プロファイル開発者ガイド (R01AN6459) 

Bluetooth Low Energyプロトコルスタック基本パッケージ ユーザーズマニュアル (R01UW0205) 

RX23Wグループ Bluetooth Low Energyアプリケーション開発者ガイド(R01AN5504) 

Bluetooth Low Energy MCU Bluetooth Test Tool Suite 操作説明書(R01AN4554) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Bluetooth® のワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG,Inc. が所有する登録商標であり、ルネサス エレ 

クトロニクス株式会社はこれらのマークをライセンスに基づいて使用しています。その他の商標および登録 

商標は、それぞれの所有者に帰属します。 

  

https://www.bluetooth.com/
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1. 概要 

BLE FITモジュールは Bluetooth SIGが規定する Bluetooth Core Specification version 5.0に準拠した

Bluetooth Low Energy (以下、Bluetooth LE) 機能を提供します。以下に本モジュールがサポートする機能を

示します。 

 

Bluetooth 5.0 機能 

⚫ LE 2M PHY 
⚫ LE Coded PHY 
⚫ LE Advertising Extensions 
⚫ LE Channel Selection Algorithm #2 
⚫ High Duty Cycle Non-Connectable Advertising 

 

Bluetooth 4.2 機能 

⚫ LE Secure Connections 
⚫ Link Layer privacy 
⚫ Link Layer Extended Scanner Filter policies 
⚫ LE Data Packet Length Extension 

 

Bluetooth 4.1 機能 

⚫ LE L2CAP Connection Oriented Channel Support 
⚫ Low Duty Cycle Directed Advertising 
⚫ 32-bit UUID Support in LE 
⚫ LE Link Layer Topology 
⚫ LE Ping 

 
 
 
 

1.1 使用方法 

BLE FITモジュールは APIとして、プロジェクトに組み込んで使用します。BLE FITモジュールの組み込み

方については、「2.12 FITモジュールの追加方法」を参照してください。 
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1.2 ソフトウェア構成 

BLE FITモジュールのソフトウェア構成について図 1-1に示します。 

 

    
  図 1-1 : BLE FITモジュールのソフトウェア構成 

 

BLE FITモジュールは Bluetooth LE Protocol Stackと app_libから構成されています。 

Bluetooth LE Protocol Stackが提供する R_BLE API関数をコールすることにより、Bluetooth LEアプリ

ケーションは Bluetooth LE機能の使用が可能となります。 

app_libは Bluetooth LEアプリケーションが利用可能な補助機能を提供します。そのひとつの抽象化した

R_BLE API(抽象 API)を使うことで、よく使う Bluetooth LE機能を簡単に使用することができます。 

QE for BLEはアプリケーションとプロファイル開発用のスケルトンプログラムを出力します。 

BLE FIT v2.50以降はプロファイル共通部を含みません。QE for BLE V1.6.0以降で提供されます。 

ルネサスでは、QE for BLEを使用した、Bluetooth LEアプリケーション開発を推奨しています。 
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1.3 ディレクトリ／ファイル構成 

BLE FITモジュールのディレクトリ／ファイル構成を表 1.1に示します。 

 

表 1.1 : BLE FITモジュールのディレクトリ／ファイル構成 

ディレクトリ/ファイル構成 概要 

r_ble_rx23w 

doc 

en r01an4860ej0250-rx23w-ble.pdf アプリケーションノート(英語) 

jp r01an4860jj0250-rx23w-ble.pdf アプリケーションノート(日本語) 

r_ble_api_spec.chm R_BLE APIドキュメント 

lib 

ble_fit_lib_selector.bat ライブラリ選択バッチファイル 

ble_fit_lib_selector.sh ライブラリ選択シェルスクリプト 

lib_ble_ps_ccrx_a.lib 
Bluetooth LE Protocol Stack (ALL 
Features) 

lib_ble_ps_ccrx_b.lib Bluetooth LE Protocol Stack (Balance) 

lib_ble_ps_ccrx_c.lib Bluetooth LE Protocol Stack (Compact) 

lib_ble_ps_hci_ccrx_a.lib HCIモードライブラリ(ALL Features) 

lib_ble_ps_hci_ccrx_b.lib HCIモードライブラリ(Balance) 

lib_ble_ps_hci_ccrx_c.lib HCIモードライブラリ(Compact) 

src 

app_lib 

abs 抽象 API(GAP) 

board LED and Switch制御 

cli 
コマンドライン 

(ターミナルソフトへの入出力処理) 

cmd 
コマンドライン 

(コマンド実装部分) 

logger ロガー 

rtos BLEタスク制御部 

sec_data セキュリティデータ管理 

timer ソフトウェアタイマ 

platform 

driver dataflash BLE用 Data Flash制御ドライバ 

r_ble_pf_config_private.h 
BLEコンフィギュレーション制御部 

r_ble_pf_configs.c 

r_ble_pf_functions.c RFドライバプラットフォーム依存部 

r_ble_pf_lowpower.c MCU消費電力低減機能プログラム 

r_ble_rx23w_if.h BLE インタフェース定義ファイル 

readme.txt readme 

r_config r_ble_rx23w_config.h 
コンフィギュレーションオプション

ファイル 

BLE FIT v2.5.0以降は app_libにプロファイル共通部(profile_cmn, discovery)を含みません。 
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2. API情報 

BLE FITモジュールの APIはルネサスの APIの命名基準に従っています。 

 
 

2.1 ハードウェア要件 

BLE FITの Bluetooth LE Protocol Stackは表 2.1の RX23Wのハードウェア機能を常に使用します。そのた

め、これらのハードウェア機能はユーザアプリ等では使用できません。 

 

表 2.1 BLE FITが使用する RX23Wのハードウェア機能 

ハードウェア機能 

BLE 

CMT: CMT2, CMT3 

割り込み: BLEIRQ, BLE.ERI/RXI/TXI/TEI 

BLEIRQ, BLE.ERI/RXI/TXI/TEIの優先レベルは 14です。 

 

BLE FITのオプションは表 2.2の RX23Wのハードウェア機能を使用します。そのため、オプションで選択

したハードウェア機能はユーザアプリ等では使用できなくなります。各オプションの詳細については 

「2.9 app_libの機能」をご参照ください。 

 

表 2.2 オプション機能が使用する RX23Wのハードウェア機能 

ハードウェア機能 オプション 備考 

CMT: CMT0 or CMT1   ソフトウェアタイマ  

ベアメタル版の場合、CMT FITがソフトウェアタイマ用に

CMT0 or CMT1を動的に割り当てます。 

FreeRTOS版の場合、ソフトウェアタイマは FreeRTOSの 

タイマ APIを使用します。 

割り込み 

コマンドライン 
SCIn.ERI/RXI/TXI/TEIを使用します。 

(nはコマンドラインが使用する SCIのチャネル番号。) 

LED and Switch 制御  

Switch用に使用します。使用するボードに合わせてスマー

ト・コンフィグレータ上で設定します。詳細については 

表 4.1をご参照ください。 

Data Flash 

デバイス固有データ 

それぞれのオプションが使用する Data Flashの領域は 

スマート・コンフィグレータから選択します。 

詳細については「4.5.3セキュリティデータ管理機能/デバイス

固有データ(データ領域)」をご参照ください。 
セキュリティデータ管理 

SCI コマンドライン 

使用する SCIのチャネルはスマート・コンフィグレータから 

選択します。詳細については「4.5.2コマンドライン機能」を

ご参照ください。 

ポート機能 LED and Switch 制御 
使用するポートはスマート・コンフィグレータから 

選択します。詳細については表 4.1をご参照ください。 

 
 

 

  



RX23Wグループ BLEモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN4860JJ0250  Rev.2.50  Page 9 of 101 

2022.12.27  

 

2.2 ソフトウェア要件 

BLE FITモジュールは以下の FITモジュールに依存しています。 

 
⚫ BSP(r_bsp)  

※BLE FIT モジュール v1.01以降は BSP v5.40以降をご使用ください。 

  RX23Wモジュールの型番 R5F523W8CxLN, R5F523W8DxLNを選択する場合、BSP v5.62以降をご

使用ください。 

⚫ CMT (r_cmt_rx, v4.10以降) 

※Bluetooth LE Protocol Stackは CMT2, CMT3を使用します。v4.50より古い場合、「4.6.1 CMTの変

更」に説明する CMTの変更を行ってください。v4.50以降は、「4.6.1 CMTの変更」の変更は必要あ

りません。app_lib/timerのソフトウェアタイマ機能を使用する場合は、さらに 1ch使用します。 

 
⚫ LPC(r_lpc_rx) 
 
 

また、以下の FITモジュールは、コンフィギュレーションオプションの設定によって必要となります。 

 

コマンドライン機能使用時(BLE_CFG_CMD_LINE_EN=1の場合)： 

⚫ SCI(r_sci_rx) 
⚫ byte queues/circular buffers (r_byteq_rx) 
 

セキュリティデータ管理機能使用時(BLE_CFG_EN_SEC_DATA=1の場合)またはデバイス固有データ(デー

タ領域)使用時(BLE_CFG_DEV_DATA_DF_BLOCK=0～7の場合)： 

⚫ Data Flash (r_flash_rx) 
 

LED and Switch制御使用時(BLE_CFG_BOARD_LED_SW_EN=1の場合)： 

⚫ GPIO (r_gpio_rx) 

RX23Wモジュールの型番 R5F523W8CxLN, R5F523W8DxLNを選択する場合、GPIO v3.80以降をご

使用ください。 

⚫ IRQ (r_irq_rx) 
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2.3 制限事項 

2.3.1 ペリフェラルロールでの接続パラメータに関する制限事項 

 

⚫ BLE FIT v2.40以前のバージョンでは以下の制限事項があります。 

 

RX23Wがペリフェラルロールとして接続したときに Connection Intervalが 66.25ms以下である場合、 

Supervision Timeoutによる切断後から再接続するまでの間に RFスリープモードに遷移できなくなる場合

があります。 

 

本現象を回避するために、Supervision Timeout時間を Connection Intervalの 300倍以下に設定して 

ください。 

 

   例：Connection Interval: 20msの場合、 Supervision Timeout: 20ms * 300 = 6sec 以下となるように 

セントラルの接続パラメータを設定 

 

もしセントラルから上記条件を超える Supervision Timeout値を設定された場合、ペリフェラル側から

R_BLE_GAP_UpdConn()による接続パラメータの更新を行ってください。 

 
 

⚫ BLE FIT v2.50以降のバージョンでは以下の制限事項があります。 

RX23Wがペリフェラルロールとして接続され Connection Intervalが 66.25ms以下に設定されたとき、セン

トラルロールが設定した Supervision Timeoutよりも早く切断する場合があります。 

 

接続を維持する時間の上限は、接続時に通知されるセントラルの Sleep Clock Accuracy (SCA)によって変化

します。 

表 2.3に設定された Connection Intervalとセントラルの SCA値による接続維持時間の上限値を示します。 

 

表 2.3 Connection Intervalと SCA値による接続維持時間の上限値 

Connection 
Interval 

Central Sleep Clock Accuracy 

0 
(500ppm) 

1 
(250ppm) 

2 
(150ppm) 

3 
(100ppm) 

4 
(75ppm) 

5 
(50ppm) 

6 
(30ppm) 

7 
(20ppm) 

7.5 ms 3390 ms 5670 ms 5670 ms 8520 ms  8520 ms 8520 ms 8520 ms 8520 ms 

15.0 ms 8160 ms 12870 ms 15000 ms 18030 ms 22560 ms 22560 ms 22560 ms 22560 ms 

20.0 ms 11320 ms 17000 ms 21260 ms 24300 ms 28360 ms 28360 ms 32000 ms 32000 ms 

30.0 ms 18360 ms 26970 ms 31980 ms 31980 ms 31980 ms 31980 ms 31980 ms 31980 ms 

40.0 ms 24600 ms 32000 ms 32000 ms 32000 ms 32000 ms 32000 ms 32000 ms 32000 ms 

50.0 ms 30800 ms 32000 ms 32000 ms 32000 ms 32000 ms 32000 ms 32000 ms 32000 ms 

60.0 ms 31980 ms 31980 ms 31980 ms 31980 ms 31980 ms 31980 ms 31980 ms 31980 ms 

66.25 ms 31800 ms 31800 ms 31800 ms 31800 ms 31800 ms 31800 ms 31800 ms 31800 ms 

67.5 ms ~ 
4 sec 

制限なし 制限なし 制限なし 制限なし 制限なし 制限なし 制限なし 制限なし 

 

RX23Wのペリフェラル動作において、これらの上限値を超えた Supervision Timeoutの接続を受け付けま

すが、セントラルのパケットが受信出来ない状態が上限値時間に到達した時点で切断と判断し、アプリケー

ションへ切断イベント(BLE_GAP_EVENT_DISCONN_IND)を通知します。 

Supervision Timeoutが上限値を超えない場合は従来どおり Supervision Timeoutで指定された時間の到達で

切断と判断します。 

 

RX23Wのセントラル動作では本制限事項は適用されません。 
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2.4 サポートされているツールチェーン 

BLE FITモジュールは「9.1動作確認環境」に示すツールチェーンで動作確認を行っています。 

 
 

2.5 ヘッダファイル 

すべての API呼び出しと使用されるインタフェース定義は r_ble_rx23w_if.hに記載しています。 

 
 

2.6 整数型 

このプロジェクトは ANSI C99を使用しています。これらの型は stdint.hで定義されています。 
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2.7 コンパイル時の設定 

BLE FITモジュールのコンフィギュレーションオプションの設定は r_ble_rx23w_config.hで行います。

Smart Configuratorを使用する場合は、ソフトウェアコンポーネント設定画面でコンフィギュレーションオ

プションを設定できます。設定値はモジュールを追加する際に、自動的に r_ble_rx23w_config.hに反映され

ます。オプション名および設定値に関する説明を以下に示します。 

 

表 2.4 : コンフィギュレーションオプション 

コンフィギュレーションオプション（r_ble_rx23w_config.h） 

BLE_CFG_LIB_TYPE 

※デフォルト値は"0" 

Bluetooth LE Protocol Stackのタイプを設定します。 

    0: All features 

    1: Balance 

    2: Compact 

"0"～"2"の範囲で設定してください。 

各タイプがサポートする Bluetooth LEの機能については「2.8 

Bluetooth LE Protocol Stackの機能」をご参照ください。 

BLE_CFG_RF_DBG_PUB_ADDR 

※デフォルト値は

"{0xFF,0xFF,0xFF,0x50,0x90,0x74}" 

BLE FITモジュールに設定されるパブリックアドレスの初期値を設定

します。このパブリックアドレスはデータフラッシュ、コードフラッ

シュのパブリックアドレスの領域が ALL 0x00 or 0xFFの場合に採用

されます。ただし、設定した値が ALL 0x00 or 0xFFの場合、

74:90:50:FF:FF:FFがパブリックアドレスとして採用されます。 

BLE_CFG_RF_DBG_RAND_ADDR 

※デフォルト値は

"{0xFF,0xFF,0xFF,0xFF,0xFF,0xFF} " 

BLE FITモジュールに設定されるスタティックアドレスの初期値を設

定します。このオプションのスタティックアドレスはデータフラッ

シュ、コードフラッシュのスタティックアドレスの領域が ALL 0x00 

or 0xFFの場合に採用されます。ただし、設定した値が ALL 0x00 or 

0xFFの場合、デバイス固有のスタティックアドレスが採用されま

す。 

BLE_CFG_RF_CONN_MAX 

※デフォルト値は"7" 

リモートデバイス接続情報管理テーブルの最大エントリ数を 

設定します。具体的には同時に接続する最大デバイス数、または、 

保持するボンディング情報の最大数のいずれか大きい方の値を設定し

ます。なお、この値の増減に伴い、Bluetooth LE Protocol Stackが使

用するヒープメモリが増減します。 

"1"～"7"の範囲で設定してください。 

BLE_CFG_RF_CONN_DATA_MAX 

※デフォルト値は"251" 

最大パケットデータサイズ(バイト)を設定します。 

"27"～"251"の範囲で設定してください。 

BLE_CFG_RF_ADV_DATA_MAX 

※デフォルト値は"1650" 

最大 Advertisingデータサイズ(バイト)を設定します。 

"31"～"1650"の範囲で設定してください。 

 

Bluetooth LE Protocol Stackのタイプが"0: All features"以外の場合は

"31"固定となります。 

BLE_CFG_RF_ADV_SET_MAX 

※デフォルト値は"4" 

最大 Advertisingセット数を設定します。 

"1"～"4"の範囲で設定してください。 

 

Bluetooth LE Protocol Stackのタイプが"0: All features"以外の場合は

"1"固定となります。 

BLE_CFG_RF_SYNC_SET_MAX 

※デフォルト値は"2" 

最大 Periodic Syncセット数を設定します。 

"1"～"2"の範囲で設定してください。 

 

Bluetooth LE Protocol Stackのタイプが"0: All features"以外の場合は

この値は使用しません。 
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コンフィギュレーションオプション（r_ble_rx23w_config.h） 

BLE_CFG_EVENT_NOTIFY_CONN_START 

※デフォルト値は"0" 

接続イベントの開始割り込み発生通知機能の有効／無効を設定しま

す。 

 

    0: Disable 

    1: Enable 

 

開始通知は割り込みを契機としていることから、実際の RFイベント

の事後通知となります。 

BLE_CFG_EVENT_NOTIFY_CONN_CLOS

E 

※デフォルト値は"0" 

接続イベントの完了割り込み発生通知機能の有効／無効を設定しま

す。 

 

    0: Disable 

    1: Enable 

 

各動作の停止コマンドを実行した場合、完了イベントは通知されませ

ん。 

BLE_CFG_EVENT_NOTIFY_ADV_START 

※デフォルト値は"0" 

Advertisingイベントの開始割り込み発生時通知機能の有効／無効を

設定します。 

 

    0: Disable 

    1: Enable 

 

下記のタイミングで通知します。 

➢ Primary Adv Chの開始 

➢ Secondary Adv Ch(AdvExt)の開始 

➢ Periodic Advの開始 ※対応する AdvExtが Enableであることが前提 

 

開始通知は割り込みを契機としていることから、実際の RFイベント

の事後通知となります。 

BLE_CFG_EVENT_NOTIFY_ADV_CLOSE 

※デフォルト値は"0" 

Advertisingイベントの完了割り込み発生時通知機能の有効／無効を

設定します。 

 

    0: Disable 

    1: Enable 

 

下記のタイミングで通知します。 

➢ Primary Adv Chの完了 

➢ Secondary Adv Ch(AdvExt)の完了 

➢ Periodic Advの完了 ※対応する AdvExtが Enableであることが前提 

 

各動作の停止コマンドを実行した場合、完了イベントは通知されませ

ん。 

BLE_CFG_EVENT_NOTIFY_SCAN_START 

※デフォルト値は"0" 

Scanイベントの開始割り込み発生通知機能の有効／無効を設定しま

す。 

 

    0: Disable 

    1: Enable 

 

Interval=Windowの場合、通知されません。 

開始通知は割り込みを契機としていることから、実際の RFイベント

の事後通知となります。 
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コンフィギュレーションオプション（r_ble_rx23w_config.h） 

BLE_CFG_EVENT_NOTIFY_SCAN_CLOSE 

※デフォルト値は"0" 

Scanイベントの完了割り込み発生通知機能の有効／無効を設定しま

す。 

 

    0: Disable 

    1: Enable 

 

Interval=Windowの場合、通知されません。 

各動作の停止コマンドを実行した場合、完了イベントは通知されませ

ん。 

BLE_CFG_EVENT_NOTIFY_INIT_START 

※デフォルト値は"0" 

Initiatorイベントの Scan開始割り込み発生通知機能の有効／無効を

設定します。 

 

    0: Disable 

    1: Enable 

 

Interval=Windowの場合、通知されません。 

開始通知は割り込みを契機としていることから、実際の RFイベント

の事後通知となります。 

BLE_CFG_EVENT_NOTIFY_INIT_CLOSE 

※デフォルト値は"0" 

Initiatorイベントの Scan完了割り込み発生通知機能の有効／無効を

設定します。 

 

    0: Disable 

    1: Enable 

 

Interval=Windowの場合、通知されません。 

各動作の停止コマンドを実行した場合、完了イベントは通知されませ

ん。 

BLE_CFG_EVENT_NOTIFY_DS_START 

※デフォルト値は"0" 

RF_DEEP_SLEEP start通知機能の有効／無効を設定します。 

 

    0: Disable 

    1: Enable 

BLE_CFG_EVENT_NOTIFY_DS_WAKEUP 

※デフォルト値は"0" 

RF_DEEP_SLEEP wakeup通知機能の有効／無効を設定します。 

 

    0: Disable 

    1: Enable 

BLE_CFG_RF_CLVAL 

※デフォルト値は"6" 

32MHz 水晶振動子の調整値をボード環境に応じて設定します。 

"0"～"15"の範囲で設定してください。 

関連ドキュメント「RX23W グループ Bluetooth 専用クロック周波数

の調整手順」(R01AN4762)を参照してください。 

RX23Wモジュールの型番 R5F523W8CxLN, R5F523W8DxLNを選択

した場合、7に設定してください。 

BLE_CFG_RF_DDC_EN 

※デフォルト値は"0" 

RF部の DC-DCの有効／無効を設定します。 

 

    0: Disable 

    1: Enable 

 

Target Boardをご使用の場合は、0を設定してください。 
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コンフィギュレーションオプション（r_ble_rx23w_config.h） 

BLE_CFG_RF_EXT32K_EN 

※デフォルト値は"0" 

RF部への slow clock sourceを設定します。 

"0"～"1"の範囲で設定してください。 

 

    0:  RF_LOCO使用 

    1: 外部 32.768kHz 使用 

 

1にする場合、Smart Configuratorのクロック設定画面(図 4-11)で

サブクロックにチェックを入れ、有効にする必要があります。 

BLE_CFG_RF_MCU_CLKOUT_PORT 

※デフォルト値は"0" 

MCU CLKOUTのポートを設定します。 

"0"～"1"の範囲で設定してください。 

 

    0: PE3 

    1: PE4 

 

BLE_CFG_RF_EXT32K_ENが 0の場合、この値は無視されます。 

BLE_CFG_RF_MCU_CLKOUT_FREQ 

※デフォルト値は"0" 

MCUの CLKOUTからの出力周波数を設定します。 

"0"～"1"の範囲で設定してください。 

 

    0: MCU CLKOUT frequency 32.768kHz 

    1: MCU CLKOUT frequency 16.384kHz 

 

BLE_CFG_RF_EXT32K_ENが 0の場合、この値は無視されます。 

BLE_CFG_RF_SCA 

※デフォルト値は"250" 

RF slow clock用の Sleep Clock Accuracy(SCA)を設定します。 

"0"～"500"の範囲で設定してください。 

 

BLE_CFG_RF_EXT32K_ENが 0の場合、SCAは 250ppm以上に固

定され、この値は無視されます。 

BLE_CFG_RF_MAX_TX_POW 

※デフォルト値は"1" 

最大送信パワーを設定します。 

"0"～"1"の範囲で設定してください。 

 

    0: max +0dBm 

    1: max +4dBm 

BLE_CFG_RF_DEF_TX_POW 

※デフォルト値は"0" 

デフォルトの送信パワーを設定します。 

"0"～"2"の範囲で設定してください。 

デフォルト送信パワーは BLE_CFG_RF_MAX_TX_POWの設定に依

存します。 

 

BLE_CFG_RF_MAX_TX_POWが 0(0dBm)の場合、 

BLE_CFG_RF_DEF_TX_POWは以下のようになります。 

  0(High)  :  0dBm 

  1(Mid)   :  0dBm 

  2(Low)   : -18dBm 

 

BLE_CFG_RF_MAX_TX_POWが 1(+4dBm)の場合、 

BLE_CFG_RF_DEF_TX_POWは以下のようになります。 

  0(High)  :   +4dBm 

  1(Mid)   :    0dBm 

  2(Low)   :  -20dBm 
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コンフィギュレーションオプション（r_ble_rx23w_config.h） 

BLE_CFG_RF_CLKOUT_EN 

※デフォルト値は"0" 

CLKOUT_RF出力を設定します。 

以下のいずれかの値を選択してください。 

 

    0: No output 

    5: 4MHz output 

    6: 2MHz output 

    7: 1MHz output 

BLE_CFG_RF_DEEP_SLEEP_EN 

※デフォルト値は"1" 

RF Deep Sleep機能の有効／無効を設定します。 

 

    0: Disable 

    1: Enable 

BLE_CFG_MCU_MAIN_CLK_KHZ 

※デフォルト値は"4000" 

MCUメインクロック周波数(kHz)を設定します。 

ボード環境に合わせて設定してください。 

 

HOCOの場合、この値による設定は無視されます。 

メインクロックの場合、"1000"から"20000"の範囲で設定してください。 

PLL Circuitの場合、"4000"から"20000"の範囲で設定してください。 

 

Smart Configuratorの”クロック”画面で入力した周波数を設定してください。 

BLE_CFG_DEV_DATA_CF_BLOCK 

※デフォルト値は"16" 

デバイス固有データを格納する Code Flash(ROM)の Blockを設定します。 

"-1"～"255"の範囲で設定してください。 

"-1"が設定された場合、Code Flashのデバイス固有データを使用しません。 

"0"から"15"は Start-Up Program Protection blockとなっていますので、Start-

Up Program Protection機能を使用する場合は、”0”から”15”を指定しないでく

ださい。 

BLE_CFG_DEV_DATA_DF_BLOCK 

※デフォルト値は"-1" 

デバイス固有データを格納する Data Flashの Blockを設定します。 

"-1"～"7"の範囲で設定してください。 

"-1"が設定された場合、E2 Data Flashのデバイス固有データを 

使用しません。 

BLE_CFG_SECD_DATA_DF_BLOCKで指定した Blockと別の Blockを 

指定してください。 

BLE_CFG_GATT_MTU_SIZE 

※デフォルト値は"247" 

GATT通信で使用するMTUサイズ(バイト)を設定します。 

"23"～"247"の範囲で設定してください。リモートデバイスから MTU交換要求

を受信すると、プロファイル共通部の中で BLE_CFG_GATT_MTU_SIZEの値

を返します。 

BLE_CFG_NUM_BOND 

※デフォルト値は"7" 

セキュリティデータ管理機能で保存するボンディング情報の数を設定します。

"1"～"7"の範囲で設定してください。 

この値を一度決定してコード生成した後、デバッグ等で値を変更すると、変更

前にセキュリティデータ管理機能によって管理されていたボンディング情報が

Data Flashに残り、再ペアリングができない場合があります。これを避ける

ため、ファームウェア書き込み後、R_BLE_GAP_DeleteBondInfo()、また

は”gap auth del remote all” コマンドにより、ボンディング情報を削除してく

ださい。 

BLE_CFG_EN_SEC_DATA 

※デフォルト値は"0" 

セキュリティデータ管理機能を有効にします。この機能はペアリング成功時に

BLE_CFG_SECD_DATA_DF_BLOCKで示す Blockにボンディング情報を保

存します。 

 

    0: Disable 

    1: Enable 

 

この機能を有効にする場合、Data Flash モジュールのコンポーネントを有効

にしてください。 
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コンフィギュレーションオプション（r_ble_rx23w_config.h） 

BLE_CFG_SECD_DATA_DF_BLOCK 

※デフォルト値は"0" 

セキュリティデータ管理機能で Data Flashへのボンディング情報の

保存機能で使用する Data Flash Blockを設定します。 

"0"～"7"の範囲で設定してください。 

BLE_CFG_DEV_DATA_DF_BLOCKで指定した Blockと別の Block

を指定してください。 

BLE_CFG_CMD_LINE_EN 

※デフォルト値は"0" 

コマンドライン機能の有効／無効を設定します。 

 

    0: Disable 

    1: Enable 

 

この機能を有効にする場合、SCI FITモジュールのコンポーネントを

有効にしてください。 

BLE_CFG_CMD_LINE_CH 

※デフォルト値は"1" 

コマンドライン機能で使用する SCIのチャネルを設定します。 

SCI FITモジュールの設定にて、コマンドライン機能が使用する SCI

のチャネルを有効にしてください。 

 

BLE_CFG_CMD_LINE_ENが 0の場合、この値は無視されます。 

BLE_CFG_BOARD_LED_SW_EN 

※デフォルト値は"0” 

ボードの LED と SWの制御コードの有効／無効を設定します。 

 

    0: Disable 

    1: Enable 

 

この機能を有効にする場合、IRQ FITモジュールと GPIO FITモ

ジュールのコンポーネントを有効にしてください。 

BLE_CFG_BOARD_TYPE 

※デフォルト値は”0” 

ボードのタイプを設定します。 

"0"～"3"の範囲で設定してください。 

 

0 : Customer board 

1 : Target Board 

2 : RSSK 

3 : Evaluation Board 

BLE_CFG_LOG_LEVEL 

※デフォルト値は"3" 

ログレベルを設定します。 

"0"～"3"の範囲で設定してください。 

 

0 : disable 

1 : Error  

2 : Error & Warning 

3 : Error & Warning & Debug 

BLE_CFG_ABS_API_EN 

※デフォルト値は"1" 

抽象 APIの有効／無効を設定します。 

 

    0: Disable 

    1: Enable 

 

BLE_CFG_SOFT_TIMER_EN 

※デフォルト値は"1" 

app_libが提供するソフトウェアタイマの有効／無効を設定します。 

 

    0: Disable 

    1: Enable 

 

抽象 APIを使用する場合は、この機能を有効に設定してください。 



RX23Wグループ BLEモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN4860JJ0250  Rev.2.50  Page 18 of 101 

2022.12.27  

コンフィギュレーションオプション（r_ble_rx23w_config.h） 

BLE_CFG_MCU_LPC_EN 

※デフォルト値は"1" 

MCUの低消費電力機能の有効／無効を設定します。 

 

    0: Disable 

    1: Enable 

 

BLE_CFG_HCI_MODE_EN  

※デフォルト値は"0" 

HCIモードでの起動を設定します。 

 

    0: 通常起動 

    1: HCIモードでの起動  
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2.8 Bluetooth LE Protocol Stackの機能 

BLE FITモジュールの Bluetooth LE Protocol Stackが提供する機能はコンフィギュレーションファイル

(r_ble_rx23w_config.h)の BLE_CFG_LIB_TYPEの設定値により変わります。表 2.5に Bluetooth LE 

Protocol Stackの各タイプがサポートする機能を示します。各機能の説明については「Bluetooth Low 

Energyプロトコルスタック基本パッケージ ユーザーズマニュアル (R01UW0205)  3.1.2 Bluetooth LE 

Protocol Stackライブラリ」をご参照ください。 

 

表 2.5 : Bluetooth LE Protocol Stackの各タイプがサポートする機能 

Bluetooth LE Feature 

Bluetooth LE Protocol Stackのタイプ 

All features Balance Compact 

LE 2M PHY Yes Yes No 

LE Coded PHY Yes Yes No 

LE Advertising Extensions Yes No No 

LE Channel Selection Algorithm #2 Yes Yes No 

High Duty Cycle Non-Connectable 
Advertising 

Yes Yes Yes 

LE Secure Connections Yes Yes Yes 

Link Layer privacy Yes Yes Yes 

Link Layer Extended Scanner Filter 
policies 

Yes Yes No 

LE Data Packet Length Extension Yes Yes Yes 

LE L2CAP Connection Oriented Channel 
Support 

Yes No No 

Low Duty Cycle Directed Advertising Yes Yes Yes 

LE Link Layer Topology Yes Yes No 

LE Ping Yes Yes Yes 

GAP Role 

Central 
Peripheral 
Observer 
Broadcaster 

Central 
Peripheral 
Observer 
Broadcaster 

Peripheral 
Broadcaster 

GATT Role 
Sever 
Client 

Sever 
Client 

Sever 
Client 

32-bit UUID Support in LE Yes Yes Yes 
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2.9 app_libの機能 

Bluetooth LEアプリケーションが利用可能な補助機能を app_libで提供します。 

app_libが提供する機能について以下に説明します。 

 

2.9.1 抽象 API 

抽象 APIは Bluetooth LE Protocol Stackでよく使う機能をより簡単に使うための APIです。抽象 APIの詳

細な仕様については R_BLE APIドキュメント(r_ble_api_spec.chm)をご参照ください。この機能を使用する

場合、BLE FITモジュールのコンポーネント設定から BLE_CFG_ABS_API_ENと

BLE_CFG_SOFT_TIMER_ENを”1”に設定してください。 

抽象 APIのコードは変更しないでください。 

 

2.9.2 ソフトウェアタイマ 

ソフトウェアタイマはベアメタル版と Renesas FreeRTOS版で実装が異なります。 

 

[ベアメタル版] 

ソフトウェアタイマは MCUのコンペアマッチタイマ(CMT)を使用します。ソフトウェアタイマを使用する

場合、CMT FITモジュールをアプリケーションに組み込んでください。使用する CMTのチャネルは FITに

より、動的に割り当てられます。 

 

[Renesas FreeRTOS版] 

ソフトウェアタイマは FreeRTOSの APIを使用します。 

 

この機能を使用する場合、BLE FITモジュールのコンポーネント設定から BLE_CFG_SOFT_TIMER_EN

を”1”に設定してください。 

 

2.9.3 セキュリティデータ管理 

ペアリング成功時に Data Flashにボンディング情報を自動的に保存するためのインタフェースを提供しま

す。この機能を使用する場合、BLE FITモジュールのコンポーネント設定から BLE_CFG_EN_SEC_DATA

を”1”に設定してください。使用する Data Flashのブロックは BLE_CFG_SECD_DATA_DF_BLOCKで指定

します。 

 

2.9.4 プロファイル共通部 

プロファイル共通部は Bluetooth LE Profilesで共通する処理です。QE for BLEが生成したプロファイルの

ソースコードからコールされます。プロファイル共通部、および、プロファイル開発の詳細については、

「Bluetooth Low Energy プロファイル開発者ガイド(R01AN6459)」をご参照ください。 

BLE FIT v2.50以降はプロファイル共通を含みません。QE for BLE(V1.6.0以降)でのコード生成時にプロ

ジェクトに追加されます。 

 

2.9.5 ロガー 

メッセージを出力します。出力レベルはコンフィギュレーションオプションの BLE_CFG_LOG_LEVELで

設定します。CCRXの C++をご使用される場合、ロガーはサポート範囲外となります。 
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2.9.6 コマンドライン 

コマンドラインはターミナルソフトから入力したコマンドを介して Bluetooth LE機能を使用する機能 

です。本機能は MCUのシリアルコミュニケーションインタフェース(SCI)を使用します。 

 

1)コンポーネントの設定  

コマンドラインを使用する場合、SCI FITモジュールをアプリケーションに組み込んでください。 

使用するチャネルは以下の手順で設定します。 

 

1. Smart Configuratorから SCI FITモジュールを組み込み、コンポーネント設定から使用するチャネルを 

選択します。 

2. BLE_CFG_CMD_LINE_ENオプションの値を”1”にします。 

3. BLE_CFG_CMD_LINE_CHオプションに SCI FITモジュールのコンポーネント設定で有効にした 

チャネルを指定します。 

 

 

2)ターミナルソフトの設定 

ボードと接続するコンピュータのターミナルソフトに以下の項目を設定します。 

 
 

表 2.6 : ターミナルソフトの設定 

項目 設定 

New-line (Receive) LF 

New-line (Transmit) CR 

Terminal Mode VT100 

Baud rate 115200 

Data 8bit 

Parity none 

Stop bits 1bit 

Flow Control none 
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3)サポートするコマンド 

コマンドライン機能で使用可能なコマンドを表 2.7に示します。 

 

表 2.7 : サポートするコマンド一覧 

コマンド名 サブコマンド名 コマンドの内容 

gap 

adv Advertisingを開始します。 

scan Scanを開始します。 

conn 接続します。 

disconn 切断します。 

device 接続中のデバイスを表示します。 

priv ローカルデバイスのプライバシー機能を ONにします。 

conn_cfg 接続の設定を行います。 

wl White Listにリモートデバイスを登録します。 

auth ペアリング／暗号化を行います。 

sync Periodic Syncを確立します。 

ver バージョン情報を表示します。 

vs 

txp 送信パワーの設定、取得を行います。 

scheme Coded PHYの Coding Schemeを設定します。 

test DTMの操作を行います。 

addr BD_ADDRの設定、取得を行います。 

rand 乱数を生成します。 

sys stby ソフトウェアスタンバイモードの操作を行います。 

ble 
reset Bluetooth LE Protocol Stackのリセットを行います。 

close Bluetooth LE Protocol Stackを停止します。 

 

gap コマンドや vsコマンドを使用する場合、BLE FITモジュールのコンポーネント設定から

BLE_CFG_ABS_API_ENを”1”に設定してください。 

 

各コマンドの詳細な仕様については、「Bluetooth Low Energyプロトコルスタック基本パッケージ ユー

ザーズマニュアル (R01UW0205)  5.1 コマンドライン」をご参照ください。 

 
 

2.9.7 LED and Switch 制御 

ボード上の LED, SWの制御を行う機能です。LED and Switch制御を行うための BLE, IRQ FITのコンフィ

ギュレーションオプションの設定については「4.5.4 LED and Switch制御機能」を参照してください。 
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2.9.8 BLEタスク制御 

プロジェクト生成時に RTOSに[FreeRTOS]を選択した場合に有効となります。他のタスクから BLEタスク

制御を行うときに使用します。 

 
 

2.10 デバイス固有データ 

BLE FITが使用する Bluetooth Device Address(以降は BDアドレスと記載)はフラッシュメモリのユーザ領

域(ROM)またはデータ領域(E2データフラッシュ)に書き込むことができます。 

書き込み先はコンフィギュレーションオプション（r_ble_rx23w_config.h）の 

BLE_CFG_DEV_DATA_CF_BLOCKおよび BLE_CFG_DEV_DATA_DF_BLOCKで指定できます。 

ユーザ領域(ROM)に書き込む場合、プログラムコードでは使用しないブロックを指定する必要があります。

また、指定したブロックの先頭アドレスに書き込む必要があります。 

書き込むデータのフォーマットを表 2.8に記載します。 

 

表 2.8 : ユーザ領域(ROM)に書き込むデータのフォーマット 

オフセット サイズ[byte] 概要 

0  4  (uint32_t型) マジックナンバー以降のデータ長(16固定) 

4   4  (uint32_t型) マジックナンバー(0x12345678固定) 

8  6  (uint8_t[6]型) パブリック BDアドレス 

14   6  (uint8_t[6]型) ランダム BDアドレス 

 
 

データは各ブロックごとにリトルエンディアンで書き込む必要があります。 

データの書き込みは Renesas Flash Programmer(RFP)のユニークコード機能を使用することで複数の

RX23Wに異なる BDアドレスを連続して書き込むことができます。 

以下に RFPのユニークコードファイル(ruc)の設定例を記載します。 

 

format hex 

area user flash 

address 0xFFFF7800 

size 20 

index data 

000001 1000000078563412060504030201D6D5D4D3D2D1 

000002 10000000785634120C0B0A090807E6E5E4E3E2E1 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

BLE_CFG_DEV_DATA_CF_BLOCKで 

指定したブロックの ROMアドレス 

インデックス 

データ長 

(固定値) 

マジック 

ナンバー 

(固定値) 

パブリック 

BDアドレス 

(任意) 

ランダム 

BDアドレス 

(任意) 
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なお、BDアドレスは以下の順番で検索し、全て 0xFFまたは 0x00でない BDアドレスを採用します。 

 

(1) データ領域(E2データフラッシュ)の指定ブロック 

(2) ユーザ領域(ROM)の指定ブロック 

(3) ファームウェア初期値 

(BLE_CFG_RF_DBG_PUB_ADDR または BLE_CFG_RF_DBG_RAND_ADDR) 

 

RX23Wのフラッシュメモリは、デフォルトではフラッシュメモリプロテクト機能が無効状態となっていま

す。フラッシュメモリプロテクト機能が無効の場合、Renesas Flash Programmer(RFP)などを使用してシリ

アルプログラマ接続を行った際にすべてのブロックを消去します。 

そのため、書き込んだ BDアドレスを保持したまま新たなファームウェアを書き込むためにはフラッシュメ

モリプロテクト機能を有効にする必要があります。 

プロテクト機能を有効にするために、以下の章に記載した r_bspのコンフィギュレーションオプションとデ

バッグの ID Codeの設定を行ってください。 

 
⚫ 4.5.1 BSP(r_bsp) 

⚫ 4.8.1 Flashの ID Code 
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2.11 コードサイズ 

表 2.9に BLE FITモジュールの Bluetooth LE Protocol Stackのコードサイズを示します。 表 2.9は

「9.1動作確認環境」で記載したツールチェーンを使用し、最適化レベル 2、およびコードサイズ重視の最

適化を前提としたサイズとなります。 

BLE FITモジュールの Bluetooth LE Protocol Stackの ROMと RAMのサイズは、コンフィギュレーショ

ンヘッダファイル内の設定値により決まります。コードサイズを算出時のコンフィギュレーションオプショ

ンの設定値は表内に記載しています。 

 

表 2.9 : Bluetooth LE Protocol Stackのコードサイズ 

デバイス コンパイラ 分類 

Bluetooth LE Protocol Stackのタイプ 

All Features Balance Compact 

RX23W CC-RX 
ROM 191Kバイト 149Kバイト 133Kバイト 

RAM 38Kバイト 23Kバイト 23Kバイト 

コンフィギュレーションオプション 

共通 : 

BLE_CFG_RF_CONN_MAX 7 

BLE_CFG_RF_CONN_DATA_MAX 251 

BLE_CFG_NUM_BOND 7 
  

All Features : 

BLE_CFG_LIB_TYPE 0 

BLE_CFG_RF_ADV_DATA_MAX 1650 

BLE_CFG_RF_ADV_SET_MAX 4 

BLE_CFG_RF_SYNC_SET_MAX 2 

  

Balance : 

BLE_CFG_LIB_TYPE 1 

  

Compact : 

BLE_CFG_LIB_TYPE 2 

  

 
[Note] 

上記のコードサイズには app_libと Bluetooth LE Profilesは含まれていません。 

CCRX、IARの開発環境共に CCRXでコンパイルした Bluetooth LE Protocol Stackライブラリを使用しま

す。 
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2.12 FITモジュールの追加方法 

本モジュールは使用するプロジェクトごとに追加する必要があります。ルネサスでは、Smart Configurator

を使用した(1)、(3)の追加方法を推奨しています。 

 
 

(1) e2 studio上で Smart Configurator を使用して FIT モジュールを追加する場合 

e2 studioの Smart Configurator を使用して、自動的にユーザプロジェクトに FIT モジュールを追加

します。詳細は、アプリケーションノート「Renesas e2 studio スマート・コンフィグレータ ユー

ザーガイド (R20AN0451)」を参照してください。 

 

(2) e2 studio上で FIT Configurator を使用して FIT モジュールを追加する場合 

e2 studio の FIT Configurator を使用して、自動的にユーザプロジェクトに FIT モジュールを追加す

ることができます。詳細は、アプリケーションノート「RX ファミリ e2 studio に組み込む方法

Firmware Integration Technology (R01AN1723)」を参照してください。 

 

(3) CS+上で Smart Configurator を使用して FIT モジュールを追加する場合 

CS+上で、スタンドアロン版 Smart Configurator を使用して、自動的にユーザプロジェクトに FIT

モジュールを追加します。詳細は、アプリケーションノート「Renesas e2 studio スマート・コン

フィグレータ ユーザーガイド (R20AN0451)」を参照してください。 

 

(4) CS+上で FIT モジュールを追加する場合 

CS+上で、手動でユーザプロジェクトに FIT モジュールを追加します。詳細は、アプリケーション

ノート「RX ファミリ CS+に組み込む方法 Firmware Integration Technology (R01AN1826)」を参

照してください。 
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3. R_BLE API関数 

API関数の詳細については R_BLE APIドキュメント(r_ble_api_spec.chm)をご参照ください。 

 

r_ble_api_spec.chmファイルが開けない場合、ファイルを右クリックし、プロパティ選択後、[許可する]を

チェックしてください。 

 

 
図 3-1 : r_ble_api_spec.chmのプロパティ画面 
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4. BLE FITモジュールのプロジェクト 

本章は e2 studio上で Smart Configuratorにより、新規プロジェクトから BLE FIT モジュールを使用して、

アプリケーション開発環境を構築する方法について説明します。 

 
 

4.1 新規プロジェクトの作成 

[ファイル]メニューから[C/C++ Project]を選択します。[New C/C++ Project]ダイアログの左側で[Renesas 

RX]、右側で[Renesas CC-RX C/C++ Executable Project]を選択し、[Next]ボタンをクリックします。 

 
図 4-1 : プロジェクトテンプレート選択画面 

 
 

プロジェクト名を入力し、[Next]ボタンをクリックします。 

 

 
図 4-2 : 新規プロジェクト設定画面 
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[Device Settings]のエンディアンを[Little]にします。 

ターゲットデバイスは[RX200]→[RX23W]から使用する boardに合わせて、RX23Wのデバイスの型名を選

択します。 

 

 
図 4-3 : ツールチェーン、デバイス、デバッグ設定画面 

 
 

RX23Wの型名とメモリサイズ・パッケージについて図 4-4に示します。 

 
 

図 4-4 : RX23の型名とメモリサイズ・パッケージ 

 

RX23Wの型名の詳細な説明については関連ドキュメント「 RX23Wグループユーザーズマニュアル ハー

ドウェア編(R01UH0823)」の「1.2 製品一覧」をご参照ください。 

 
  

                                     
パッケージ外  ／ ピン数 ／ ピンピッチ
                   
                   
                    

チップバージョン
       暗号なし
       暗号あり

          データフラッシュ容 
 ：    バイト    バイト   バイト
 ：    バイト    バイト   バイト
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Renesas FreeRTOSを使用する場合、RTOSに[FreeRTOS (kernel only)]を選択し、RTOS Versionに使用

するバージョンを指定します。 

 

 
図 4-5 : RTOSと RTOS version 

 

最新の Renesas FreeRTOSについては’Manage RTOS Versions…”を押し、”RTOS Module Download”画面

からダウンロード可能です。 

 

 
図 4-6 : Renesas FreeRTOSのダウンロード画面 

 
 

RTOSを使用しない場合、RTOSに[None]を選択します。 

 

[次へ]ボタンを押すと、[コーディング・アシストツールの選択]ダイアログが表示されます。  
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[コーディング・アシストツールの選択]ダイアログでは、[スマート・コンフィグレータを使用する]にチェッ

クを入れ、[Finish]ボタンをクリックします。 

 
 

 
図 4-7 : コーディング・アシストツールの選択画面 

 

しばらくすると、プロジェクトが生成されます。 

 
図 4-8 : プロジェクト生成後の画面 

 

Smart Configuratorを使用した、e2 studioでの新規プロジェクト作成の詳細については、アプリケーション

ノート「Renesas e2 studio スマート・コンフィグレータ ユーザーガイド (R20AN0451)」をご参照くださ

い。 
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4.2 BSPバージョン確認 

プロジェクト作成後にソフトウェアコンポーネント設定画面のコンポーネントタブから r_bspを右クリック

し、[バージョン変更]を選択します。 

 

 
図 4-9: バージョンの変更 

 

 
 

図 4-10: バージョンの変更ダイアログ 

 

バージョンの変更ダイアログで表示している r_bspの[現在のバージョン]をご確認ください。 

BLE FITモジュールのバージョン 1.01以降を使用する場合、r_bspのバージョンを 5.40以降への変更が必

要となります。この変更を行わない場合、Target Boardにて SCIを使用すると、ビルド時に以下のエラー

が発生します。 

 
../src/smc_gen/r_sci_rx/src/targets/rx23w/r_sci_rx23w_data.c(153):E0520020:Identifier "IR_SCI8_ERI8" is 
undefined 
 

RX23Wの型番として、R5F523W8CxLN, R5F523W8DxLNを選択した場合、BSP v5.62以降をご使用くだ

さい。 
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4.3 クロック設定 

プロジェクト内の scfgファイルをクリックし、Smart Configuratorの[クロック]タブ上でクロック設定を行

います。BLEを使用する場合、下記の範囲となるように、クロックの選択、周波数の設定を行ってくださ

い。 

 

⚫ システムクロック(ICLK) : 8MHz以上 

⚫ 周辺モジュールクロック B(PCLKB) : 8MHz以上 

 

Bluetooth LE Protocol Stackは ICLK, PCLKB周波数 32MHzで最適化を行っています。 

BLEの性能を引き出すために ICLK, PCLKBの周波数が 32MHzとなるように、クロックの設定を行うこと

を推奨します。 

 
 

 
図 4-11: クロック設定画面 
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4.4 コンポーネントの追加 

プロジェクト内の scfgファイルをクリックし、Smart Configuratorの[コンポーネント]タブ上で Bluetooth 

LE アプリケーションに必要なコンポーネントの追加を行います。 

 

「2.2 ソフトウェア」に記載した、 

 

⚫ コマンドライン機能 

⚫ セキュリティデータ管理機能 

⚫ LED and Switch制御機能 

 

を使用する場合を例として説明します。 

 

[コンポーネントの追加]ボタン   をクリックし、 

r_ble_rx23w, r_byteq, r_cmt_rx, r_flash_rx, r_gpio_rx, r_irq_rx, r_lpc_rx, r_sci_rxを選択し、[終了]ボタンを

クリックします。 

 
 

 
 

図 4-12 : ソフトウェアコンポーネントの選択画面 
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注 : 必要な FIT モジュールが見つからない場合は、[最新版の FITドライバとミドルウェアをダウンロード

する]をクリックし、[FIT モジュールのダウンロード]ダイアログの手順に従って FIT モジュールをダ

ウ ンロードしてください。 

 

 
図 4-13 : FITモジュールのダウンロード 

 

注 : ダウンロードした FIT モジュールが見つからない場合は、[ソフトウェアコンポーネントの選択] 

画面の[重複する機能のコンポーネントを非表示]のチェックを外します。 

 

 
図 4-14 : ソフトウェアコンポーネントの選択画面 

 
 

しばらくすると、選択したコンポーネントが追加されます。 
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図 4-15 : ソフトウェアコンポーネント設定画面 
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4.5 コンフィギュレーションオプションの設定 

コンポーネント追加後、使用する BLE FITの機能に応じて、各 FITモジュールのコンフィギュレーションオ

プションを設定します。 

 

4.5.1 BSP(r_bsp) 

「2.10 デバイス固有データ」に記載したフラッシュメモリプロテクト機能を有効にするために ID Codeの

設定を行います。Smart Configuratorの[コンポーネント]タブから[r_bsp]を選択し、[ID code 1]コンフィギュ

レーションオプションを”0x45FFFFFF”に設定します。 

 

 
図 4-16 : BSPのコンフィギュレーションオプションの設定画面 

 
  



RX23Wグループ BLEモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN4860JJ0250  Rev.2.50  Page 38 of 101 

2022.12.27  

 

4.5.2 コマンドライン機能 

BLE(r_ble_rx23w), SCI(r_sci_rx)のコンフィギュレーションオプションの設定を行います。byte 

queues/circular buffers (r_byteq_rx)については設定は必要ありません。 

 
(1) BLE(r_ble_rx23w) 

Smart Configuratorの[コンポーネント]タブから[r_ble_rx23w]を選択し、[Enabled/Disabled command line 

function]コンフィギュレーションオプションを”Enabled”に設定します。 

使用する SCIのチャネル番号は[SCI CH for command line function] コンフィギュレーションオプションに

設定します。Target Board(TB)と RSSKの場合、SCI8を使用するため、”8”に設定します。 

 
 

 
図 4-17: BLEのコンフィギュレーションオプションの設定画面(1) 
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(2) SCI(r_sci_rx) 

Smart Configuratorの[コンポーネント]タブから[r_sci_rx]を選択し、以下のオプションを設定します。 

 

⚫ 使用するチャネル番号の[Include software support for channel n]コンフィギュレーションオプション

を”Include”に設定します。 

 
 図 4-18 : SCIのコンフィギュレーションオプションの設定画面(1) 

 

⚫ 使用するチャネル番号の[ASYNC mode TX queue buffer size for channel n]コンフィギュレーションオ

プションを”160”に設定します。 

 
 図 4-19 : SCIのコンフィギュレーションオプションの設定画面(2) 

 

⚫ [Transmit end interrupt]コンフィギュレーションオプションを”Enable”に設定します。 

 
 図 4-20 : SCIのコンフィギュレーションオプションの設定画面(3) 

 

⚫ [リソース]の[SCI]から使用するチャネルを選択します。選択したチャネルの[RXDn/SMISOn端子], 

[TXDn/SMOSIn端子]を”使用する”に設定します。 

 
 図 4-21 : SCIのコンフィギュレーションオプションの設定画面(4) 
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4.5.3 セキュリティデータ管理機能/デバイス固有データ(データ領域) 

BLE(r_ble_rx23w)のコンフィギュレーションオプションの設定を行います。Data Flash(r_flash_rx)について

は設定する必要はありません。 

 
(1) BLE(r_ble_rx23w) 

Smart Configuratorの[コンポーネント]タブから[r_ble_rx23w]を選択し、[Store Security Data in DataFlash]

コンフィギュレーションオプションを”Enabled”に設定します。 

使用する Data Flashの Blockを[Data Flash Block for Security Data Management] コンフィギュレーション

オプションに設定します。 

また、デバイス固有データで使用する Data Flashの Blockを[Device Specific data block on E2 Data Flash]

コンフィギュレーションオプションに設定します。 

 
図 4-22: BLEのコンフィギュレーションオプションの設定画面(2) 
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4.5.4 LED and Switch制御機能 

BLE(r_ble_rx23w)と IRQ(r_irq_rx)のコンフィギュレーションオプションの設定を行います。

GPIO(r_gpio_rx)については設定する必要はありません。 

Target Boardと RSSKの LED, Switchが接続されている端子を表 4.1に示します。表 4.1の LED1, LED2, 

SW1, SW2は r_ble_board.cの表記を使用しています。Customer boardをご使用の場合は設定値をボードに

合わせて変更します。 

 

表 4.1 : Target Boardと RSSKの LED, Switchの端子 

Board LED Switch 

Target Board*1 
LED1 : PC0 
LED2 : PB0 

SW1 : IRQ5 

RSSK 
LED1 : P42 
LED2 : P43 

SW1 : IRQ1 
SW2 : IRQ0  

Customer board 

以下を任意に変更 

LED1 : PC5(初期値) 

LED2 : PC6(初期値) 

以下を任意に変更 

SW1 : IRQ7(初期値) 

SW2 : IRQ5 (初期値) 

*1 : Target Boardの LED名は LED0, LED1となります。それぞれ LED1, LED2に対応しています。 

 

 
 
(1)BLE(r_ble_rx23w) 

Smart Configuratorの[コンポーネント]タブから[r_ble_rx23w]を選択し、[Enabled/Disabled board LED and 

Switch control support]コンフィギュレーションオプションを”Enabled”に設定します。 

使用する boardのタイプを[Board Type] コンフィギュレーションオプションに設定します。[Board Type]

に”Customer board”を選択した場合、「4.6.2 Customer board用の LED and Switch制御」に記載の

Customer board用の変更を行ってください。 

 

 
図 4-23: BLEのコンフィギュレーションオプションの設定画面(3) 
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(2)IRQ(r_irq_rx) 

Smart Configuratorの[コンポーネント]タブから[r_irq_rx]を選択し、以下のコンフィギュレーションオプ

ションを設定します。 

 

⚫ 各ボードの Switch用の IRQ端子の[Filter for IRQn]コンフィギュレーションオプションを”Enabled”に、

[Filter clock divisor for IRQn] コンフィギュレーションオプションを”Divisor1”に設定します。図 4-24は

Customer Boardの初期値での設定を示しています。ご使用のボードの IRQ端子に合わせて[Filter for 

IRQn], [Filter clock divisor for IRQn] コンフィギュレーションオプションを設定します。 

 

 
図 4-24: IRQのコンフィギュレーションオプションの設定画面(1) 

 

⚫ [リソース]の[ICU]から使用するボード上の Switchと接続されている IRQ端子を選択し、”使用する”に

設定します。図 4-25は Customer Boardの初期値での設定を示しています。ご使用のボードの IRQ端

子に合わせてチェックボックスを設定します。 

 

 
図 4-25: IRQのコンフィギュレーションオプションの設定画面(2) 
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4.5.5 Renesas FreeRTOS 

(1) FreeRTOS Kernel 

Smart Configuratorの[コンポーネント]タブから[FreeRTOS_Kernel]を選択し、FreeRTOS Kernelの設定を

行います。Bluetooth LE通信を行う場合、以下のコンフィギュレーションオプションをデフォルトから変更

します。 

 

RF割り込み(BLEIRQ)が最大の優先度(14)を持つため、以下の変更を行います。 

 
⚫ configMAX_PRIORITIES (Maximum number of priorities to the application task) 

7->16 に設定します。 

 
⚫ configMAX_SYSCALL_INTERRUPT_PRIORITY (Maximum syscall interrupt priority) 

4->15 に設定します。 

 

 
図 4-26 : FreeRTOS Kernelの設定画面(1) 

 
 

ヒープサイズについては以下のコンフィギュレーションオプションを変更します。Bluetooth LE通信を行う

場合、10程度に設定することを推奨します。 

 
⚫ configTOTAL_HEAP_SIZE_N (The configTOTAL_HEAP_SIZE_N) 

 
 

 
図 4-27 : FreeRTOS Kernelの設定画面(2) 
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以下の項目はデフォルト設定のままご使用ください。 

 
⚫ configUSE_MUTEXES(Mutex functionality) 

1(Enable) 
 
⚫ configUSE_TASK_NOTIFICATIONS (Use task notifications) 

1(Enable) 
 

その他の FreeRTOS Kernelのコンフィギュレーションオプションについては 

Smart Configurator の"Macro definition"に記載されている、"configXXX"の名称をもとに、 

 
⚫ FreeRTOS customization : https://www.freertos.org/a00110.html 

⚫ 「RXファミリ Renesas FreeRTOS (R01AN4307) 3.2 カスタム設定 」 

  

をご参照ください。 

 

この設定画面で設定した内容はコード生成時に 

 
src/frtos_config/FreeRTOSConfig.h 

 

に出力されます。 

 
 

(2) サブタスクの宣言 

メインタスク以外のタスク(以降はサブタスクと記載)を生成する場合、Smart Configuratorの[コンポーネン

ト]タブから[FreeRTOS_Object]を選択し、アプリケーションで使用するサブタスク、セマフォなどのリソー

スの宣言を行います。ここではサブタスクの宣言について説明します。 

 

 
図 4-28 : FreeRTOS Objectの設定画面 

 

FreeRTOS Objectの設定画面(図 4-28)のサブタスクのパラメータについて表 4.2に示します。 

 

表 4.2 : サブタスク関連のパラメータ 

パラメータ 説明 

Initialize 宣言したタスクをどこで生成するのかを指定します。 

"manual"は freertos_object_init.cの Object_init_manual()内でサブタスクを 

生成します。この関数はアプリケーションからコールする必要があります。 

 

"kernel"は freertos_object_init.cの Kernel_Object_init()内でサブタスクを生成しま

す。この関数はメインタスクの生成前に Renesas FreeRTOSのコードからコールさ

れます。 

Task Code タスク関数名を指定します。 

Task Name タスク名を指定します。デバッグ用に使用します。 

Stack Size タスクのスタックサイズを指定します。 

このパラメータ x 4のバイト数のサイズのスタックが用意されます。 

Task Handler タスク生成時にタスクハンドルを保持するタスクハンドル名を指定します。 

https://www.freertos.org/a00110.html
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Parameter タスク時にタスク関数に渡すパラメータを指定します。 

Priority タスクの優先度を指定します。 

Bluetooth LE通信を行う場合は、BLEタスクの優先度よりも低い値を設定してくだ

さい。 

 
 

 
 

FreeRTOS Object設定画面でサブタスクを宣言すると、コード生成時に表 4.3のコードが出力されます。 

 

表 4.3 : コード生成時に出力されるサブタスク関連のコード 

ファイル名 説明 

src/frtos_skeleton/"サブタスク名".c サブタスクのテンプレート 

src/frtos_startup/freertos_object_init.c サブタスク生成関数を含むコード 
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4.6 コード生成後の設定 

コンフィギュレーションオプションの設定後、Smart Configuratorのコード生成ボタン をクリックし、

各 FITモジュールのコードを生成します。コード生成後、以下を設定します。 

 

4.6.1 CMTの変更(CMT FITモジュールのバージョンが 4.50より古い場合に必要) 

BLE FITモジュールは CMTのチャネルを 2つ使用するため、CMT FITモジュールの r_cmt_rx.c内の

CMT_RX_NUM_CHANNELSの定義の後に以下を追加してください。(図 4-29参照) 

CMT FITモジュールが v4.50以降の場合、この変更は必要ありません。 

 
#if defined(BSP_MCU_RX23W) 

#undef CMT_RX_NUM_CHANNELS 

#define CMT_RX_NUM_CHANNELS            (2) 

#endif /* BSP_MCU_RX23W */ 

 

 
図 4-29 : r_cmt_rx.cの変更内容 
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4.6.2 Customer board用の LED and Switch制御 

Customer boardを使用する場合、BLE FITモジュールの app_lib/board/r_ble_board.cの以下の部分を変更

してください。 

 

(1)LED, Switchのマクロ定義 

IRQの端子番号、GPIOの pin番号を定義している、 

BLE_BOARD_SW1_IRQ 
BLE_BOARD_SW2_IRQ 
BLE_BOARD_LED1_PIN 
BLE_BOARD_LED2_PIN 

を Customer boardの設定に合わせて変更します。 

 

 
#if (BLE_CFG_BOARD_TYPE == 1)   /* for RX23W Target Board(TB) */ 
#define BLE_BOARD_SW1_IRQ   (IRQ_NUM_5) 
#define BLE_BOARD_SW2_IRQ   (IRQ_NUM_5) 
#define BLE_BOARD_LED1_PIN  (GPIO_PORT_C_PIN_0) 
#define BLE_BOARD_LED2_PIN  (GPIO_PORT_B_PIN_0) 
#elif (BLE_CFG_BOARD_TYPE == 2) /* for RX23W RSSK board */ 
#define BLE_BOARD_SW1_IRQ   (IRQ_NUM_1) 
#define BLE_BOARD_SW2_IRQ   (IRQ_NUM_0) 
#define BLE_BOARD_LED1_PIN  (GPIO_PORT_4_PIN_2) 
#define BLE_BOARD_LED2_PIN  (GPIO_PORT_4_PIN_3) 
#else /* BLE_CFG_BOARD_TYPE */  /* for Customer board */ 
#define BLE_BOARD_SW1_IRQ   (IRQ_NUM_7) 
#define BLE_BOARD_SW2_IRQ   (IRQ_NUM_5) 
#define BLE_BOARD_LED1_PIN  (GPIO_PORT_C_PIN_5) 
#define BLE_BOARD_LED2_PIN  (GPIO_PORT_C_PIN_6) 
#endif /* BLE_CFG_BOARD_TYPE */ 

 

図 4-30 : LED, SWマクロの定義の変更箇所 

 

SW1に IRQ7端子, SW2に IRQ5端子が接続され、LED1の pinは PortCの pin5, LED2の pinは PortCの

pin6が接続されている場合、図 4-30のような変更を行います。 

 
  

この部分を 

Customer boardの設定に 

合わせて変更。 
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(2)irq_pin_set()内のレジスタの設定 

Customer boardの Switchに接続されている IRQ端子用に、irq_pin_set()関数内のレジスタ設定の部分を変

更します。 

 
#if (BLE_CFG_BOARD_TYPE == 1)   /* for RX23W Target Board(TB) */ 
#define BLE_BOARD_SW1_IRQ   (IRQ_NUM_5) 
#define BLE_BOARD_SW2_IRQ   (IRQ_NUM_5) 
#define BLE_BOARD_LED1_PIN  (GPIO_PORT_C_PIN_0) 
#define BLE_BOARD_LED2_PIN  (GPIO_PORT_B_PIN_0) 
#elif (BLE_CFG_BOARD_TYPE == 2) /* for RX23W RSSK board */ 
#define BLE_BOARD_SW1_IRQ   (IRQ_NUM_1) 
#define BLE_BOARD_SW2_IRQ   (IRQ_NUM_0) 
#define BLE_BOARD_LED1_PIN  (GPIO_PORT_4_PIN_2) 
#define BLE_BOARD_LED2_PIN  (GPIO_PORT_4_PIN_3) 
#else /* BLE_CFG_BOARD_TYPE */  /* for Custom board */ 
#define BLE_BOARD_SW1_IRQ   (IRQ_NUM_7) 
#define BLE_BOARD_SW2_IRQ   (IRQ_NUM_5) 
#define BLE_BOARD_LED1_PIN  (GPIO_PORT_C_PIN_5) 
#define BLE_BOARD_LED2_PIN  (GPIO_PORT_C_PIN_6) 
#endif /* BLE_CFG_BOARD_TYPE */ 
 

 

図 4-31 : irq_pin_set()の変更箇所 

 
  

この部分を 

Customer boardの設定に 

合わせて変更。 
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4.6.3 アプリケーションの追加 

プロジェクト作成時にアプリケーションのソースコード([プロジェクト名.c])が出力されます。このファイル

の main()から QE for BLEが出力する app_main.cの app_main()を呼ぶように変更します。Renesas 

FreeRTOSを使用する場合は main_task関数から app_main()関数を呼ぶように変更します。「6.2.1 メイン

タスク」の「(2)app_main()のコール」を参照してください。以下にサンプルを示します。 

 
#include "r_smc_entry.h" 
 
void main(void); 
void app_main(void); 
 
void main(void) 
{ 
 app_main(); 
} 

図 4-32 : main()内での app_main()のコール 

 
⚫ QE for BLE 

QE for BLEから使用するプロファイル、サービス、キャラクタリスティックの選択と設定を行い、アプリ

ケーションとプロファイルのベースとなるコードを出力します。 

QE for BLEの使用方法の詳細については、関連ドキュメント「Bluetooth Low Energy プロファイル開発者

ガイド(R01AN6459)」をご参照ください。 
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4.6.4 プロファイル共通部のコード生成 

プロファイル共通部は BLE FIT v2.50以降では含まず、QE for BLE(V1.6.0以降)でコード生成を行います。 

以下の組み合わせでご使用になる場合はプロファイル共通部がコード生成されないため、ビルド時にエラー

となります。 

 

⚫ BLE FIT v2.50以降のバージョン 

⚫ QE for BLE V1.6.0より前のバージョン 

 

このような場合、下記のいずれかによりプロファイル共通部の追加が必要となります。 

 

1. QE for BLE V1.6.0以降にバージョンアップ後にコード生成 

Bluetooth Low Energy対応開発支援ツール QE for BLE にある、QE for BLE[RA, RE, RX] V1.6.0のリ

リースノートの"本製品のインストール方法"の手順にて、QE for BLEのバージョンアップを行います。

バージョンアップ後、QE for BLE上でコード生成を行うと、プロファイル共通部が追加されます。 

 

2. trashからプロファイル共通部をコピー 

BLE FIT v2.50より前のバージョンから v2.50以降にバージョンアップした場合、プロジェクトの trash

に以前のバージョンの BLE FITが移動します。以前のバージョンのプロファイル共通部(profile_cmn, 

discovery)をプロジェクトの qe_gen/bleにコピーします。 

 

 
図 4-33: プロファイル共通部のコピー 

 
  

https://www.renesas.com/jp/ja/software-tool/qe-ble-development-assistance-tool-bluetooth-low-energy#document
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4.7 リンカ設定 

4.7.1 セクション配置 

BLE用のセクション配置を行います。Bluetooth LE Protocol Stackのセクション名を表 4.4に示します。 

 

表 4.4 : Bluetooth LE Protocol Stackのセクション名 

No. Name Default Section 
Name 

Bluetooth LE 
Protocol Stack  
Section Name 

Description 

1 Program area (ROM) P BLE_P Stores machine code 

2 Constant area (ROM) 

C BLE_C 

Stores const type data C_2 BLE_C_2 

C_1 BLE_C_1 

3 Initialized data area (ROM) 

D BLE_D 

Stores data with initial values in 
ROM 

D_2 BLE_D_2 

D_1 BLE_D_1 

4 Initialized data area (RAM) 

R BLE_R 

Stores data with initial values in 
RAM 

R_2 BLE_R_2 

R_1 BLE_R_1 

5 Uninitialized data area (RAM) 

B BLE_B 

Stores data without initial 
values 

B_2 BLE_B_2 

B_1 BLE_B_1 

6 
Switch statement branch table 
area (ROM) 

W BLE_W 

Stores branch tables for switch 
statements 

W_2 BLE_W_2 

W_1 BLE_W_1 

7 Literal area (ROM) L BLE_L 
Stores string literals and 
initializers used for dynamic 
initialization of aggregates 

 

 表 4.4のセクション名を以下の手順で Bluetooth LEアプリケーションのプロジェクトに反映してくださ

い。 
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(1) セクション名の追加 

[プロジェクト]メニューの[プロパティ]から[C/C++ Build]の[Settings]の[Tool Settings]タブ内の[Linker]→[セ

クション]を選択し、[...]ボタン押下で表示される、セクション設定画面において図 4-34のように 

 
RAM         

 BLE_B* 
 BLE_R* 

 
ROM  
  BLE_C* 
  BLE_D* 

BLE_W* 
BLE_L 
BLE_P 
 

を追加します。 

 

 
図 4-34 : プロジェクトのセクションの設定画面 

 



RX23Wグループ BLEモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN4860JJ0250  Rev.2.50  Page 53 of 101 

2022.12.27  

(2) ROM to RAM mapped sectionの設定 

[Settings]の[Tool Settings]タブ内の[Linker]→[セクション]→[シンボル・ファイル]を選択し、[ROMから

RAMへマップするセクション]に図 4-35のように、 

 
BLE_D=BLE_R 
BLE_D_1=BLE_R_1 
BLE_D_2=BLE_R_2 

 

を追加します。 

 

 
図 4-35 : ROMから RAMへマップするセクションの設定画面 

 

[Note] 

BLE初期化を行う、R_BLE_Open() APIで BLE セクションは初期化されるため、セクション初期化用テー

ブルである、DTBL/BTBL テーブルを変更する必要はありません。 
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4.7.2 Bluetooth LE Protocol Stackライブラリ 

Bluetooth LE Protocol Stackはスタティックライブラリとして提供されます。BLE FITモジュールの libディ

レクトリ内に表 4.5のライブラリを用意しています。 

 

表 4.5 : Bluetooth LE Protocol Stackのライブラリ 

Bluetooth LE Protocol Stack のタイプ ライブラリ 

All features lib_ble_ps_ccrx_a.lib 

Balance lib_ble_ps_ccrx_b.lib 

Compact lib_ble_ps_ccrx_c.lib 

 

e2 studioのプロジェクトから Bluetooth LE Protocol Stackライブラリを参照するために、以下の設定を行っ

てください。 

 

1)Linkerの入力 

[プロジェクト]メニューの[プロパティ]から[C/C++ Build]の[Settings]の[Tool Settings]タブ内の[Linker] →[入

力]を選択し、[リンクするリロケータブル・ファイル、ライブラリ・ファイルおよびバイナリ・ファイル]に

て、以下が追加されていることを確認します。登録されていない場合は以下を追加してください。(図 4-36

参照) 

 
"${workspace_loc:/${ProjName}/src/smc_gen/r_ble_rx23w/lib/lib_ble_ps_ccrx.lib}" 
 

 
図 4-36 : Linkerの入力設定画面 
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2)ライブラリ選択バッチファイルの登録 

BLE FITのコンフィギュレーションオプションと連携して、参照するライブラリを切り替えるために、ライ

ブラリ選択のバッチファイルを登録します。 

[プロジェクト]メニューの[プロパティ]から[C/C++ ビルド]の[設定]の[ビルド・ステップ]タブ内の[ビルド前

のステップ]の[コマンド:]に以下を入力します。(図 4-37参照) 

 
${ProjDirPath}/src/smc_gen/r_ble_rx23w/lib/ble_fit_lib_selector.bat 
 
 

 
図 4-37 : ビルド・ステップの入力設定画面 
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4.8 デバッグ設定 

e2 studioの[実行]メニューの[デバッグの構成]にて、[Renesas GDB Hardware Debugging]からアプリケー

ションのプロジェクトを選択し、以下の項目の設定を行います。これらの項目の設定後、プロジェクトをビ

ルドします。ビルドが成功したら、ファームウェアを boardに書き込みます。 

 

4.8.1 Flashの ID Code  

「2.10 デバイス固有データ」に記載したフラッシュメモリプロテクト機能を有効にするために ID Codeの

設定を行います。[Debugger]タブの[Connection Settings]タブの[フラッシュ]の[ID コード]

に”45FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF”を入力します。ファームウェアのライトに失敗した場合、

[ID コード]の内容をご確認ください。 

 

 
図 4-38 : IDコードプロテクションの設定画面 
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4.8.2 電源  

[電源]の[エミュレーターから電源を供給する(MAX 200mA)]を”いいえ”に設定します。 

 
図 4-39 : エミュレーターからの電源供給の設定画面 
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4.9 IAR開発環境 

本章では IAR Embedded Workbench for Renesas RX上でのプロジェクト作成について説明します。 

BLEプロジェクトに Renesas FreeRTOSを含む場合、IAR開発環境に対応していません。 

 

4.9.1 プロジェクト作成 

4.1から 4.7までの手順にて e2 studio上でベースとなる CCRXプロジェクトを作成します。 

 

4.9.2 IAR用 iodefines.hの追加 

プロジェクトに追加する IAR用の iodefines.hを(1), (2)のいずれかの方法により生成し、CCRXプロジェク

トへ配置します。4.9.3プロジェクト変換の前に CCRXプロジェクトへの iodefines.hの追加が必要となりま

す。 

 

(1) RX Smart Configurator単体版から生成 

 
⚫ https://www.renesas.com/software-tool/smart-configurator 

に公開されている RX Smart Configurator単体版をインストールします。 

⚫ RX Smart Configurator単体版を起動します。 

⚫ “ファイル>>新規…”を選択し、”新規スマート・コンフィグレータファイル”ウィンドウ上で、 

“プラットフォーム”  : RX23Wのデバイス 

“ツールチェーン”    : “IAR EWRX Toolchain” 

“ファイル名”        : プロジェクト名 

を設定し、”終了”ボタンを押します。 

 

 
   図 4-40 : RX Smart Configurator単体版の新規プロジェクトの作成画面 

 
 

  

https://www.renesas.com/software-tool/smart-configurator
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⚫ 生成したプロジェクトの“コンポーネント”タブ上で”コンポーネントの追加”ボタンを押し、”コン

ポーネントの追加”ウィンドウ上から”r_bsp”を選択し、”終了”ボタンを押します。 

 

 
図 4-41 : コンポーネントの追加(1) 

 
 

 
図 4-42 : コンポーネント追加(2) 

  

”r_bsp”がない場合は、CS+を起動し、CS+からスマート・コンフィグレータを起動して、”r_bsp”

のインストールを行います。詳細については「RX スマート・コンフィグレータ ユーザーガイド: 

CS+編 (R20AN0470)」をご参照ください。 

 
 
  

コンポーネントの 

追加ボタン 
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⚫ コード生成ボタンを押します。 

 

 
    図 4-43 : コード生成 

 

⚫ RX Smart Configurator単体版プロジェクトのロケーション(  図 4-40参照)ディレクトリの 

\src\smc_gen\r_bsp\mcu\rx23w\register_access 

にある、iccrxディレクトリをコピーし、4.9.1で生成した CCRXプロジェクトの 

\src\smc_gen\r_bsp\mcu\rx23w\register_access 

に配置します。 

 
 

(2) デモプロジェクトからコピー 

表 8.1のデモプロジェクトの 

<<デモプロジェクト名>>\src\smc_gen\r_bsp\mcu\rx23w\register_access 

にある、iccrxディレクトリをコピーし、4.9.1で生成した CCRXプロジェクトの 

\src\smc_gen\r_bsp\mcu\rx23w\register_access 

に配置します。 

 
 
  

コード生成ボタン 
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4.9.3 プロジェクト変換 

以下の手順で CCRXプロジェクトを IARのプロジェクトに変換します。 

 

(1) IAR Embedded Workbench for Renesas RX を起動します。 

(2) “ツール” >> “Convert To IAR for RX…”をクリックします。 

(3) Root directory of source project に 4.9.1で作成した CCRXプロジェクトを指定します。 

(4) Project file conversion で”Enable”のチェックボックスを選択します。 

(5) Project type で”Renesas e2studio for RX”を選択します。 

(6) Source code substitution で”Enable”のチェックボックスのチェックを外します。 

(7) “Execute”をクリックします。 

 

 

  図 4-44 : IAR Project Converterの設定画面(1) 

 

 

 

(8) Choose destination directory のウィンドウで”Operate on a copy of the source code in the following 

directory”のラジオボタンを選択します。 
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(9) 変換先の IARプロジェクトを置くディレクトリを指定し、”OK”をクリックします。 

 

  図 4-45 : IAR Project Converterの設定画面(2) 

 

(10) レポートのウィンドウで”OK”をクリックします。 

 

  図 4-46 : IAR Project Converterの設定画面(3) 

 
  



RX23Wグループ BLEモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN4860JJ0250  Rev.2.50  Page 63 of 101 

2022.12.27  

 

4.9.4 プロジェクトオプション設定 

IAR Embedded Workbench for Renesas RXの“プロジェクト>> 既存プロジェクトの追加”をクリックし、

4.9.3で変換したプロジェクトの.ewp ファイルを開きます。”プロジェクト >> オプション”から以下のオプ

ションを変更します。 
 

(1) スタック／ヒープ 

IARプロジェクトの”一般オプション”カテゴリの”スタック／ヒープ”のサイズを CCRXプロジェクトの

スタック／ヒープ(r_bspのコンフィギュレーションオプション)と同じサイズに設定します。CCRXプ

ロジェクトと IARプロジェクトのスタック／ヒープサイズを示すオプションの対応関係を表 4.6、図 

4-47に示します。 

 
 

表 4.6 : プロジェクトのスタック／ヒープのオプション名 

CCRX プロジェクト IAR プロジェクト 

User stack size ユーザーモードスタックサイズ 

interrupt stack size スーパーバイザモードスタックサイズ 

Heap size ヒープサイズ 

 

 
図 4-47 : CCRXプロジェクトの IARプロジェクトのスタック／ヒープの対応関係 

 
  

CCRX プロジェクト(r_bsp のコンフィギュレーションオプション) 

IAR プロジェクト 
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(2) ターゲット 

”一般オプション”カテゴリの”ターゲット”の”デバイス”から”RX23W Group”のデバイスを選択します。 

“浮動小数点数”の”タイプ’double’のサイズ”に”32ビット”を選択します。 

 

 
図 4-48 : ターゲット設定 

 

(3) ライブラリ構成 

”一般オプション”カテゴリの”ライブラリ構成”のライブラリを”通常の DLIB”に設定します。 

 

 
図 4-49 : ライブラリ構成の設定 
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(4) プリプロセッサ 

“C/C++コンパイラ”カテゴリの”プリプロセッサ”の”追加インクルードディレクトリ”に CCRXプロジェ

クトと同じインクルードパスが設定されていることを確認します。 

 

 
図 4-50 : 追加インクルードディレクトリ設定 

 
 

(5) 最適化 

“C/C++コンパイラ”カテゴリの”最適化”にてプロジェクトの最適化のレベルを設定します。デバッグを

行わない場合は、レベルを”高”, “サイズ”に設定することで、ROMサイズの削減を行うことが可能で

す。 

 

 
図 4-51 : 最適化設定 
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(6) 追加出力の生成 

”出力コンバータ”カテゴリの”追加出力の生成”にチェックを入れ、”出力 式”を”Motorola S-records”に

設定します。 

 
図 4-52 : 出力 式の設定 

 

(7) プリビルドコマンドライン 

“ビルドアクション”カテゴリの”プリビルドコマンドライン”に 

ble_fit_lib_selector.batのパスを指定します。 

 

設定例. 

ライブラリ選択バッチファイルのパスが 

$PROJ_DIR$\src\smc_gen\r_ble_rx23w\lib\ble_fit_lib_selector.bat 

の場合、下記のように入力します。 

 
図 4-53 : プリビルドコマンドラインの設定 

 



RX23Wグループ BLEモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN4860JJ0250  Rev.2.50  Page 67 of 101 

2022.12.27  

(8) リンカ設定ファイル 

“リンカ”カテゴリの“デフォルトのオーバライド”にチェックを入れ、lnkr5f523w8.icf、または、

lnkr5f523w7.icfファイルを指定します。 

 

設定例. 

リンカ設定ファイルのパスが 

$TOOLKIT_DIR$\CONFIG\lnkr5f523w8.icf 

の場合、下記のように入力します。 

 
図 4-54 : リンカ設定ファイル 

 

(9) 追加ライブラリ 

“リンカ”カテゴリの”追加ライブラリ”に lib_ble_ps_ccrx.libのパスを指定します。 

 

設定例. 

Bluetooth LE Protocol Stackのパスが 

$PROJ_DIR$/src/smc_gen/r_ble_rx23w/lib/lib_ble_ps_ccrx.lib 

の場合、下記のように入力します。 

 
図 4-55 : 追加ライブラリの設定 



RX23Wグループ BLEモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN4860JJ0250  Rev.2.50  Page 68 of 101 

2022.12.27  

 

(10) デバッガ 

“デバッガ”カテゴリの”設定”の”ドライバ”に使用するエミュレーターを指定します。 

 

設定例. 

エミュレーターに E2 Liteを使用する場合、下記のように”E2 Lite/EZ-CUBE2”を選択します。 

 

 
図 4-56 : デバッガの設定 
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4.9.5 ビルド対象からの除外 

プロジェクト変換時にビルド対象となった下記ディレクトリをビルド対象から除外します。 

 

(1) BLE FITモジュールの libディレクトリ 

src/smc_gen/r_ble_rx23w/lib上で右クリックし、”オプション”を選択します。 

オプションウィンドウ上の”ビルドから除外”をチェックします。 

 

 
図 4-57 : libディレクトリのオプション 

 

(2) trashディレクトリ 

プロジェクト内に”trash”ディレクトリがある場合、右クリックし、”オプション”を選択します。 

オプションウィンドウ上の”ビルドから除外”をチェックします。 

 

 
図 4-58 : trashのオプション 
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4.9.6 プロジェクトのビルドとファームウェアのダウンロード 

“プロジェクト >> すべてを再ビルド”をクリックし、ビルドを行います。 

ビルド完了後、”E2/E2 Lite >> ハードウェア設定”を選択します。 

 

 
図 4-59 : ハードウェア設定(1) 

 

“ハードウェア設定”ウィンドウで設定を行います。デフォルトから変更がなければ、そのまま”OK”ボタ

ンを押します。 

 
図 4-60 : ハードウェア設定(2) 

 

“プロジェクト >> ダウンロードしてデバッグ”をクリックし、ファームウェアをダウンロードします。 
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5. アプリケーションの作成方法 

アプリケーションの作成方法については「RX23Wグループ Bluetooth Low Energyアプリケーション開発

者ガイド(R01AN5504)」をご参照ください。 
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6. Renesas FreeRTOSの BLEタスク 

Renesas FreeRTOSのアプリケーションは図 6-1のタスク構成を想定しています。BLEタスクは Bluetooth 

LEコアスタック機能および Bluetooth LE通信制御とコールバック処理のアプリケーションで構成されま

す。BLE GATTアプリタスクは GATTサービスのアプリケーションで構成されます。 

 

 
図 6-1 : Renesas FreeRTOS利用時のタスク構成 

 

6.1 コール可能な API 

BLEタスクと BLE GATTアプリタスクとでは Bluetooth LE通信用にコール可能な APIが異なります。 

 

◼ BLEタスクからコール可能な API 

⚫ GAP API  (R_BLE_GAP_XXX) 
⚫ GATT Server API  (R_BLE_GATTS_XXX) 
⚫ GATT Client API   (R_BLE_GATTC_XXX) 
⚫ Vendor Specific API  (R_BLE_VS_XXX) 
⚫ L2CAP API  (R_BLE_L2CAP_XXX) 

⚫ 抽象 API  (R_BLE_ABS_XXX) 

⚫ Discovery API   (R_BLE_DISC_XXX) 

⚫ R_BLE_[GATTサービス略称名 + S(サーバ選択時) or C(クライアント選択時)]_YYY 

 

◼ BLE GATT アプリタスクからコール可能な API 

⚫ R_BLE_[GATTサービス略称名 + S(サーバ選択時) or C(クライアント選択時)]_YYY 

 

◼ どちらかのタスクからのみコール可能な API 

⚫ R_BLE_CLI_Printf 
 

BLE_LOG_XXXや BLE以外の FITを使用する API(R_BLE_LPC_XXX、R_BLE_TIMER_XXX、

R_BLE_SECD_XXX、R_BLE_CLI_XXX(R_BLE_CLI_Printf以外)、R_BLE_CMD_XXX、

R_BLE_BOARD_XXX)はすべてのタスクでコール可能です。 

 

なお、BLE GATTアプリタスクで GATTサービスの APIがコールされると、実際には BLEタスクのコアス

タック機能で処理されます。図 6-2は BLEタスク、BLE GATTアプリタスクを含むマルチタスク環境にお

いて、2つの BLE GATTアプリタスクが GATTサービスを制御し、各サービスの Characteristicを

Notificationで送信する場合の Bluetooth LE通信を示しています。 

 
図 6-2 : BLEタスクと BLE GATTアプリタスク 

  

   

    アプリ
タスク

 

   タスク

   

    アプリ
タスク

 

   以外の
アプリタスク

アイドル
タスク

        

 

        
アプリタスク 

        
アプリタスク 

   タスク
リモート
デバイス

             

                

                

            通信

                の            



RX23Wグループ BLEモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN4860JJ0250  Rev.2.50  Page 73 of 101 

2022.12.27  

 

6.2 BLEタスク生成 

BLEタスクの生成はメインタスクとして生成する場合とメインタスク以外のタスク(以降サブタスクと記載)

として生成する方法があります。 

 

6.2.1 メインタスクとして生成する場合 

BLEタスクをメインタスクとして生成する場合、以下のコード変更を行います。 

 

(1) メインタスク生成のパラメータ変更 

src/frtos_startup/freertos_start.cの Processing_Before_Start_Kernel()関数内に xTaskCreate()によるメ

インタスク生成コードが出力されます。freertos_start.c内で BLEタスク制御のヘッダである、

rtos/r_ble_rtos.hをインクルードし、メインタスク生成の以下のパラメータ(表 6.1)を図 6-3のように

変更します。 

 

表 6.1 : BLEタスク(メインタスク)生成時に変更するパラメータ 

パラメータ 設定値 

スタックサイズ 1024 

スタックサイズは x4したバイト数(4096バ

イト)となります。 

優先度 6 (サブタスクよりも高い値) 

タスクハンドル g_ble_task_hdl 

 
 

#include "rtos/r_ble_rtos.h" 
 

/* 省略*/ 
 
/************** task creation ****************************/ 
/* Main task. */ 
ret = xTaskCreate(main_task, "MAIN_TASK", 1024, NULL, 6, &g_ble_task_hdl); 
if (pdPASS != ret) 
{ 
    while(1) 
    { 
        /* Failed! Task cannot be created. */ 
    } 
} 

図 6-3 : BLEタスク生成のコード 

 

(2) app_main()のコール 

コード生成で出力される src/[プロジェクト名.c]の main_task()内で app_main()をコールするように変更

します。 

 

#include "FreeRTOS.h" 
#include "task.h" 
 
void app_main(void); 
 
void main_task(void *pvParameters) 
{ 
    app_main(); 
 
    vTaskDelete(NULL); 
} 

図 6-4 : main_task()内の app_main()のコール 

スタックサイズ 優先度 タスクハンドル 
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(3) app_main.cの変更 

FreeRTOSの APIをコールできるように FreeRTOS.hと task.hをインクルードし、app_main()内のメ

インループで Bluetooth LE Protocol Stackが処理を行っていない場合は、他のタスクに制御を渡すた

め、以下のように変更します。 

 

#include "FreeRTOS.h" 
#include "task.h" 
 

/* 省略*/ 
 
/* main loop */ 
while (1) 
{ 

    /* 省略 */ 
 
    /* Process Event */ 
    R_BLE_Execute(); 
 
    if(0 != R_BLE_IsTaskFree())  
    { 
     ulTaskNotifyTake(pdFALSE, portMAX_DELAY); 
    } 
} 

図 6-5 : メインループの変更 

 

(4) サブタスクの生成 

「4.5.5(2) サブタスクの宣言」の方法でサブタスクを生成する場合、Object_init_manual()を[プロジェ

クト名.c]、または app_main.cなどのアプリケーションのコードからコールします。 

 

void app_main(void) 
{ 

    /* 省略 */ 
  
    extern void Object_init_manual (void); 
    Object_init_manual(); 
 
    /* main loop */ 
    while (1) 
    {  

        /* 省略 */ 
    } 
}  

図 6-6 : サブタスク生成の例 
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6.2.2 サブタスクとして生成する場合 

BLEタスクをサブタスクとして「4.5.5(2) サブタスクの宣言」の方法で生成する場合について説明します。 

 

(1) BLEタスクの登録 

FreeRTOS Object設定画面で登録する場合、図 6-7のように表 6.1のパラメータを設定してくださ

い。スタックサイズは x4したバイト数(4096バイト)となります。 

 

 
図 6-7 : FreeRTOS Object 設定画面での BLEタスクの登録 

 

(2) app_main()のコール 

コード生成で出力される src/ rtos_skeleton/ble_task.c内で app_main()をコールするように変更しま

す。また、ble_task内で FreeRTOSの APIをコールできるように FreeRTOS.hと task.hをインクルー

ドします。以下に ble_task.cのサンプルを示します。 

 

/* Start user code for import. Do not edit comment generated here */ 
#include "FreeRTOS.h" 
#include "task.h" 
 
void app_main(void); 
 
/* End user code. Do not edit comment generated here */ 
 
void ble_task(void * pvParameters) 
{ 
    /* Start user code for function. Do not edit comment generated here */ 
    app_main(); 
 
    vTaskDelete(NULL); 
    /* End user code. Do not edit comment generated here */ 
} 

図 6-8 : ble_task.cのサンプル 

 

(3) app_main.cの変更 

「6.2.1(3) app_main.cの変更」を参照してください。 

 
 
  

スタックサイズ 優先度 タスクハンドル 
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(4) BLEタスク制御ヘッダのインクルードとタスクハンドルの削除 

src/frtos_startup/freertos_object_init.c内の BLEタスクハンドルの定義を削除し、BLEタスク制御ヘッ

ダである、rtos/r_ble_rtos.hをインクルードします。 

 

#include "FreeRTOS.h" 
#include "freertos_start.h" 
#include "../frtos_skeleton/task_function.h" 
#include "task.h" 

/* BLEタスク制御ヘッダをインクルード */ 
#include "rtos/r_ble_rtos.h" 
 

/* 省略*/ 
 
void Kernel_Object_init (void); 
void Object_init_manual (void); 
BaseType_t ret; 

/* BLEタスクハンドルの定義を削除 */ 
/* TaskHandle_t g_ble_task_hdl = NULL; */ 

 

図 6-9 : freertos_object_init.cの変更 

 

(5) サブタスクの生成 

Object_init_manual()を[プロジェクト名.c]などのメインタスクのコードからコールします。以下はサブ

タスクを起動してメインループで何も処理しないメインタスクのサンプルです。 

 

#include "FreeRTOS.h" 
#include "task.h" 
 
void main_task(void *pvParameters) 
{ 
    /* Create all other application tasks here */ 
    void Object_init_manual (void); 
    Object_init_manual(); 
    while(1) 
    { 
    } 
} 
 

図 6-10 : サブタスク生成の例 
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6.3 BLE GATTアプリタスクの生成 

BLE GATTアプリタスクを「4.5.5(2) サブタスクの宣言」の方法で生成する場合について説明します。 

 

(1) BLE GATTアプリタスクの登録 

FreeRTOS Object設定画面での BLE GATTアプリタスクの登録のサンプルを示します。 

 

 
図 6-11 : FreeRTOS Object 設定画面での BLE GATTアプリタスクの登録 

 

(2) BLE GATTアプリタスクでインクルードするヘッダファイル 

コード生成で出力される src/ rtos_skeleton/[Task Code名].c内に BLE GATTアプリタスクを実装しま

す。BLE GATTタスクアプリでは、以下のヘッダのインクルードが必要となります。 

 

⚫ GATTサービスの APIのヘッダ ../Config_BLE_Profile/r_ble_[GATTサービス略称].h  

⚫ BLEタスク制御用のヘッダ      rtos/r_ble_rtos.h 

⚫ FreeRTOSの APIのヘッダ      FreeRTOS.hと task.h 

⚫ サブタスク用のヘッダ           ../ frtos_skeleton/task_function.h 

 

/* FreeRTOS APIヘッダ */ 
#include "FreeRTOS.h" 
#include "task.h" 

/* GATTサービス APIヘッダ */ 
#include "../Config_BLE_Profile/r_ble_bas.h" 

/* BLEタスク制御用ヘッダ */ 
#include "rtos/r_ble_rtos.h" 
 

図 6-12 : BLE GATTアプリタスクでインクルードするヘッダファイル 

 

なお、サブタスク用ヘッダ(task_function.h)には、サブタスクとタスク間通信するためのイベント定義

などを実装します。以下にサブタスク用ヘッダのサンプルを示します。 

 

/* 省略*/ 
 
/* bas */ 
#define BAS_WAIT_EN_CCCD        (0x0001) 
/* lss */ 
#define LSS_NOTIF_DIS_CCCD      (0x0000) 
#define LSS_WAIT_EN_CCCD        (0x0001) 
#define LSS_WAIT_DIS_CCCD       (0x0002) 
#define LSS_WAIT_PUSH_SW        (0x0004) 
#define LSS_WAIT_WR_BLINK       (0x0008) 
 

図 6-13 : サブタスク用ヘッダのサンプル 
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(3) 生成用 API(Object_init_manual)の編集 

(1)でタスクを生成するときにパラメータを渡す場合は、static変数にパラメータを用意した後に、

xTaskCreateで指定するように編集します。以下は接続確立時にコネクションハンドルを渡してタスク生成

するサンプルです。 

 

static uint16_t gs_conn_hdl; 
 

/* 省略 */ 
void Object_init_manual (uint16_t conn_hdl) 
{ 
    gs_conn_hdl = conn_hdl; 
 
    /************** task creation ****************************/ 
    ret = xTaskCreate(bas_task, "bas_task", 256, &gs_conn_hdl, 4, &g_bas_task); 

    /* 省略 */ 
    ret = xTaskCreate(lss_task, "lss_task", 256, &gs_conn_hdl, 4, &g_lss_task); 

    /* 省略 */ 
} /* End of function Object_init_manual()*/ 
 

図 6-14 : 生成したタスクにパラメータを渡す場合のサンプル 

 
 

(4) 生成用 API(Object_init_manual)のコール 

「6.2.1(4) サブタスクの生成」を参照してください。 

 
 
 
  



RX23Wグループ BLEモジュール Firmware Integration Technology 

R01AN4860JJ0250  Rev.2.50  Page 79 of 101 

2022.12.27  

 

6.4 他のタスクからの BLEタスクの起動 

BLEタスクに他のタスクからタスクスイッチする場合、BLEタスク制御ヘッダである、rtos/r_ble_rtos.hを

インクルードし、R_BLE_RTOS_WakeTask()をコールしてください。以下は BLE GATTアプリタスク(LED 

Switch Service )から BLEタスクへタスクスイッチするサンプルです。 

 

/* BLEタスク制御ヘッダをインクルード */ 
#include "rtos/r_ble_rtos.h" 

 

/* 省略 */ 

static uint16_t gs_conn_hdl; 
 
void lss_task(void * pvParameters) 
{ 
    uint8_t push_state; 
    ble_status_t retval; 
 

    /* 省略 */ 
 
    retval = R_BLE_LSS_NotifySwitchState(gs_conn_hdl, &push_state); 
    if(BLE_SUCCESS == retval) 
    { 
        R_BLE_CLI_Printf("R_BLE_LSS_NotifySwitchState ¥n"); 
        R_BLE_RTOS_WakeTask(); 
    } 

    /* 省略 */ 
} 
 

図 6-15 : BLEタスクへタスクスイッチするサンプル 
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6.5 RF以外の割り込みからの BLEタスクの起動 

BLE FITモジュールではコンソール機能使用時の SCIの割り込み、LED & SW使用時の IRQ割り込みで登

録したタスクを起動するためのしくみを用意しています。 

 

6.5.1 コマンド入力で起動するタスクの登録 

コマンド入力で発生した SCI割り込みでタスクを起動したい場合、rtos/r_ble_rtos.hをインクルードし、ア

プリケーションの初期化時に R_BLE_CLI_RegisterEventCb() APIにより、タスク起動を行うコールバック

を登録してください。以下のサンプルではコマンド入力により、Bluetooth通信が行えるように BLEタスク

を ISRから起動可能な関数を登録しています。 

 

#include "rtos/r_ble_rtos.h" 
 

/* 省略 */ 

 
void app_main(void) 
{ 
    /* Initialize BLE */ 
    R_BLE_Open(); 
 

    /* 省略 */ 
 
    /* Configure CommandLine */ 
    R_BLE_CLI_Init(); 
    R_BLE_CLI_RegisterCmds(gsp_cmds, ARRAY_SIZE(gsp_cmds)); 

    /* コマンド入力で起動するタスクの登録 */ 
    R_BLE_CLI_RegisterEventCb(R_BLE_RTOS_WakeTaskFromIsr); 
    R_BLE_CMD_SetResetCb(ble_host_stack_init); 
 

図 6-16 : コマンド入力で起動するタスクの登録の例 

 

6.5.2 LED & SW使用時の BLEタスクの起動 

SW押下時に発生する IRQ割り込みでタスクを起動したい場合、rtos/r_ble_rtos.hをインクルードし、アプ

リケーションの初期化時に R_BLE_BOARD_RegisterSwitchEventCb() APIにより、タスク起動を行うコー

ルバックを登録してください。以下のサンプルでは SW押下により、Bluetooth通信が行えるように BLEタ

スクを ISRから起動可能な関数を登録しています。 

 

#include "rtos/r_ble_rtos.h" 
 

/* 省略 */ 

 
void app_main(void) 
{ 
    /* Initialize BLE */ 
    R_BLE_Open(); 
 
    /* Configure the board */ 
    R_BLE_BOARD_Init(); 
    R_BLE_BOARD_RegisterSwitchCb(BLE_BOARD_SW2, sw_cb); 

    /* SW押下で起動するタスクの登録 */ 
    R_BLE_BOARD_RegisterSwitchEventCb(R_BLE_RTOS_WakeTaskFromIsr); 
 
 

図 6-17 : SW押下で起動するタスク登録の例 
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7. ツール 

Renesasの RXファミリ用 Bluetooth Low Energy プロトコルスタックのWebページ 

(https://www.renesas.com/software-tool/bluetooth-low-energy-protocol-stack-rx-family)からダウンロード可能

なパッケージ内に図 7-1の HCIモードのファームウェア向けのツールを用意しています。HCIモードの説

明については「Bluetooth Low Energyプロトコルスタック基本パッケージ ユーザーズマニュアル 

(R01UW0205),  6. HCIモード」をご参照ください。 

 

  
  r01an4860xxXXXX-rx23w-ble-fit.zip XXXX: リビジョン番号 
  
    FITDemos¥ アプリケーションデモプロジェクトフォルダ 
    
    FITModules¥ FITモジュールフォルダ 
    
    utilities¥ ユーティリティフォルダ 
    
      BDAddrWriter.zip HCIモード向けパブリック BDアドレス書き込みツール 
      
      CLVALTune.zip HCIモード向けキャリブレーション操作ツール 
      
     
  

図 7-1 : HCIモード向けツールの場所 

 

7.1 BDAddrWriter 

BDAddrWriterはパブリック BDアドレス設定ツールです。HCIモードのファームウェアをボードに書き込

んだ後、BDAddrWriterにより、パブリック BDアドレスを設定することが可能です。詳細な使用方法につ

いては「Bluetooth Low Energyプロトコルスタック基本パッケージ ユーザーズマニュアル (R01UW0205),  

5.6.4.2 BDAddrWriterによる書き込み」をご参照ください。 

 
 

7.2 CLVALTune 

CLVALTuneはキャリブレーション操作プログラムです。詳細については、「RX23W グループ Bluetooth 

専用クロック周波数の調整手順 (R01AN4762)」をご参照ください。 

 
 
 
 
  

https://www.renesas.com/software-tool/bluetooth-low-energy-protocol-stack-rx-family
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8. デモプロジェクト 

Bluetooth LEの機能を使用する表 8.1のデモプロジェクトを用意しています。デモプロジェクトには、FIT 

モジュールとそのモジュールが依存するモジュール（例：r_bsp）を使用する main()関数が含まれます。 

 

表 8.1 デモプロジェクト 

デモプロジェクト 説明 

ble_demo_rsskrx23w_profile_client RSSKRX23W用の GATT Clientのデモです。 

ble_demo_rsskrx23w_profile_server RSSKRX23W用の GATT Serverのデモです。 

ble_demo_rsskrx23w_uart_hci RSSKRX23W用の HCIモードのデモです。 

ble_demo_tbrx23w_profile_client Target Board for RX23W用の GATT Clientのデモです。 

ble_demo_tbrx23w_profile_server Target Board for RX23W用の GATT Serverのデモです。 

ble_demo_tbrx23w_uart_hci Target Board for RX23W用の HCIモードのデモです。 

ble_demo_tbrx23wmodule_profile_client 
Target Board for RX23W module用の GATT Clientの 

デモです。 

ble_demo_tbrx23wmodule_profile_server 
Target Board for RX23W module用の GATT Serverの 

デモです。 

ble_demo_tbrx23wmodule_uart_hci 
Target Board for RX23W module用の HCIモードの 

デモです。 

ble_demo_tbrx23w_FreeRTOS_multi_services 
Target Board用の Renesas FreeRTOS上での GATT 

Serverのデモです。 

 

上記の FITDemoに含まれる、r_ble_rx23wのバージョンは本ドキュメントと同じバージョンとなります。

その他の FITについては、RX Driver Package v1.36 (https://www.renesas.com/software-tool/rx-driver-

package)に含まれるバージョンを使用しています。プロジェクト内で使用している QE for BLEのバージョ

ンは V1.6.0となります。 

 

GATT Serverと GATT Clientデモプロジェクトはコマンドラインインタフェースをサポートしています。

boardと PCをシリアル接続し、PC上のターミナルソフトからコマンドの入力やログ出力の確認が行えま

す。ターミナルソフトの設定は表 2.6の内容となります。 

 
  

https://www.renesas.com/software-tool/rx-driver-package
https://www.renesas.com/software-tool/rx-driver-package
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8.1 GATT Serverデモプロジェクト 

GATT Serverデモプロジェクトは以下のような動作を行います。 

 

⚫ 起動後、GATT Serverデモプロジェクトは Advertisingを開始し、コマンド入力待ちの状態となりま

す。 

⚫ リモートデバイスから Scanを行うと、GATT Serverデモプロジェクトは”RBLE-DEV”という名前で検

出されます。 

 
図 8-1 : リモートデバイスの Scan画面 

 

⚫ 接続すると、Advertisingを停止します。 

⚫ リモートデバイスから GATTサービス検索を行うと、以下が検出されます。 

➢ LED Switch サービス(LSS, UUID : 58831926-5F05-4267-AB01-B4968E8EFCE0) 

➢ Switch State キャラクタリスティック(UUID : 58837F57-5F05-4267-AB01-B4968E8EFCE0) 

➢ LED Blink Rate キャラクタリスティック(UUID : 5883C32F-5F05-4267-AB01-B4968E8EFCE0)  

 

 
図 8-2 : リモートデバイスのサービス検出画面 
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⚫ gatt_db.cの gs_gatt_service内の LED Switchサービスの設定にて、2番目のパラメータを 

BLE_GATT_DB_SER_SECURITY_UNAUTH | BLE_GATT_DB_SER_SECURITY_ENCに設定すると、

リモートデバイスから LED Switchサービスのキャラクタリスティックへアクセスする場合にペアリン

グが必要となります。0の場合、ペアリングは必要ありません。 
static const st_ble_gatts_db_serv_cfg_t gs_gatt_service[] = 
{ 
   

    /* 省略 */ 
  
    /* LED Switch */ 
    { 
        /* Num of Services */ 
        { 
            1, 
        }, 
        /* Description */ 
        BLE_GATT_DB_SER_SECURITY_UNAUTH | BLE_GATT_DB_SER_SECURITY_ENC, 
        /* Service Start Handle */ 
        0x0010, 
        /* Service End Handle */ 
        0x0015, 
        /* Characteristic Start Index */ 
        6, 
        /* Characteristic End Index */ 
        7, 
    }, 
}; 

 
static const st_ble_gatts_db_serv_cfg_t gs_gatt_service[] = 
{ 
   

    /* 省略 */ 
  
    /* LED Switch */ 
    { 
        /* Num of Services */ 
        { 
            1, 
        }, 
        /* Description */ 
        0, 
        /* Service Start Handle */ 
        0x0010, 
        /* Service End Handle */ 
        0x0015, 
        /* Characteristic Start Index */ 
        6, 
        /* Characteristic End Index */ 
        7, 
    }, 
}; 

 
図 8-3 : LED Switchサービスへのアクセス時のセキュリティ設定 

 
⚫ リモートデバイスから Switch Stateキャラクタリスティックの Notificationを有効にした後、board上

の SW1を押すと、Notificationを送信します。 

⚫ リモートデバイスから LED Blink Rate キャラクタリスティックに値を書き込むと数値 x 100msの間隔

で LEDの点滅が始まります。0を書き込むと、LEDが消灯します。 

⚫ 切断すると、Advertisingを再開します。 

 
  

ペアリング必要 

ペアリング必要なし 
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GATT Serverデモプロジェクトとリモートデバイスの使用例を図 8-4に示します。 

 
 

 
 

図 8-4 : GATT Serverデモプロジェクトとリモートデバイスの使用例 

 
 
  

GATT Server
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リモートデバイス

GATT Serverのアクション
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Advertising Packet
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接続完了
(BLE_GAP_EVENT_CONN_IND)

接続要求

サービス検索開始

"RBLE_DEV" のデバイスを検索し、
見つかったら、接続開始。

サービス検索完了

ペアリング開始

ペアリング完了
(BLE_GAP_EVENT_PAIRING_COMP)

Notification 有効化

SW1押下

Notification
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LED Switchサービス 
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UUID : 58837F57-5F05-4267-AB01-B4968E8EFCE0

LED Blink Rate キャラクタリスティック
UUID : 5883C32F-5F05-4267-AB01-B4968E8EFCE0

Switch State キャラクタリスティックの
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Notificationが送られてくる。
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LED Blink Rate  キャラクタリスティックに
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切断完了
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opt
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8.2 GATT Clientデモプロジェクト 

GATT Clientデモプロジェクトは以下のような動作を行います。 

 

⚫ 起動後、コマンド入力待ちの状態となります。 

⚫ GATT Serverの起動を確認する場合、ターミナルソフトより gap scanコマンドを入力し、GATT 

Serverの Advertisingを受信します。gap scanコマンドの詳細については「Bluetooth Low Energyプロ

トコルスタック基本パッケージ ユーザーズマニュアル (R01UW0205),  5.1.1.1 (2)Scanコマンド」を

ご参照下さい。GATT Serverから Advertisingを受信したら、ターミナルソフトより CTRL + Cキーを

入力し、Scanを停止します。 

⚫ GATT Serverとの接続のため、ターミナルソフトから gap connコマンドを入力します。gap connコ

マンドの詳細については「Bluetooth Low Energyプロトコルスタック基本パッケージ ユーザーズマ

ニュアル (R01UW0205),  5.1.1.1 (3)接続コマンド」をご参照下さい。 

⚫ 接続完了後、パケット長更新を行います。 

⚫ パケット長更新後、MTU変更要求をリモートデバイスに送信します。 

⚫ リモートデバイスから MTU変更要求への応答を受信すると、GATTサービス検索を開始します。 

⚫ GATT Serverデモプロジェクトがペアリングを要求する設定

(BLE_GATT_DB_SER_SECURITY_UNAUTH | BLE_GATT_DB_SER_SECURITY_ENC 図 8-3参照)

になっている場合、LED Switchクライアントコマンド実行前にペアリングが必要となります。ペアリ

ング開始のため、gap authコマンドを入力します。gap authコマンドの詳細については「Bluetooth 

Low Energyプロトコルスタック基本パッケージ ユーザーズマニュアル (R01UW0205),  5.1.1.1 (9)セ

キュリティコマンド」をご参照下さい。 

⚫ 上記の処理が完了した後、下記の LED Switchクライアントコマンドが可能となります。 

 

➢ Notificationの有効化／無効化 

lsc  set_switch_state_ntf  [コネクションハンドル]  [0(無効) or 1(有効)] 

 

➢ LED blink rateの書き込み 

lsc  write_led_blink_rate  [コネクションハンドル]  [blink_rate] 

[blink_rate] x 100msの間隔で LEDが点滅します。範囲は 0-255です。 

0を書き込んだ場合、消灯します。 

⚫ GATT Serverと切断する場合、ターミナルソフトより gap disconnコマンドを入力します。gap 

disconnコマンドの詳細については「Bluetooth Low Energyプロトコルスタック基本パッケージ ユー

ザーズマニュアル (R01UW0205),  5.1.1.1 (4)切断コマンド」をご参照下さい。 
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GATT Clientデモプロジェクトと GATT Serverデモプロジェクトの使用例を図 8-5に示します。 

 
 

 
図 8-5 : GATT Clientデモプロジェクトと GATT Serverデモプロジェクトの使用例 

 
  

opt

GATT Server

Advertising開始

GATT Client

GATT Serverのアクション

BLE Event

GATT Clientのアクション
Scan開始

Advertising Packet

接続完了
(BLE_GAP_EVENT_CONN_IND)

接続要求

サービス検索開始
R_BLE_DISC_Start()

GATT Serverのデバイスを
検出したら、Scan停止。

サービス検索完了

ペアリング開始

ペアリング完了
(BLE_GAP_EVENT_PAIRING_COMP)

Notification 有効化

SW1押下

Notification

lscコマンドで
Notificationを有効化

LED blink rateライト要求

LED点滅

切断完了
(BLE_GAP_EVENT_DISCONN_IND)

切断要求

Advertising開始

パケット長更新完了
(BLE_GAP_EVENT_DATA_LEN_CHG)

MTU変更要求
R_BLE_GATTC_ReqExMtu()

MTU変更完了
(BLE_GATTC_EVENT_EX_MTU_RSP)

ペアリング開始
[LED Switchサービスへの
 アクセスにセキュリティを
 設定している場合]

ターミナルソフト

gap conn D0:12:34:56:78:9A rnd

gap scan

  [BDアドレス]

  D0:12:34:56:78:9A

  [アドレスタイプ]

  ランダムアドレス

  [コネクションハンドル]

  0x0020

CTRL + Cを押下

Scan停止

GATT Serverのデバイスに接続

[GATT Serverの起動を確認する場合]

gap auth start  0x0020 

lsc set_switch_state_ntf 0x0020 1

lscコマンドで
LED blink rateを設定

lsc write_led_blink_rate 0x0020 1

GATT Serverのデバイスとの切断
gap disconn 0x0020

ターミナルソフトへの出力

ターミナルソフトからの入力

receive BLE_GAP_EVENT_DATA_LEN_CHG

result : 0x0000, conn_hdl : 0x0020

D0:12:34:56:78:9A rnd ff 0000

disc finished

lsc: Receive Switch State Ntf.

receive BLE_GAP_EVENT_ENC_CHG result : 0x0000

receive BLE_GAP_EVENT_PEER_KEY_INFO

LTK : 00112233445566778899aabbccddeeff

receive BLE_GAP_EVENT_PAIRING_COMP result : 0x0000

sec : 0x01, mode : 0x02, bond : 0x01, key_size : 0x10

receive BLE_GAP_EVENT_CONN_IND result : 0x0000

gap: connected conn_hdl:0x0020, addr:D0:12:34:56:78:9A rnd

receive BLE_GAP_EVENT_DISCONN_IND result : 0x0000

gap: disconnected conn_hdl:0x0020, addr:D0:12:34:56:78:9A rnd,

        reason:0x16

Scan開始

opt

receive BLE_GAP_EVENT_SCAN_OFF result : 0x0000
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8.3 Renesas FreeRTOS BLEデモプロジェクト 

Renesas FreeRTOS BLEデモプロジェクトは以下のような動作を行います。このプロジェクトでは Battery 

Service用のタスク(BASタスク)、LED & SW用のタスク(LSSタスク)と BLEタスクで構成されています。 

 

⚫ 起動後、Renesas FreeRTOS BLEデモプロジェクトは Advertisingを開始し、コマンド入力待ちの状態

となります。 

⚫ リモートデバイスから Scanを行うと、下記のように”RBLE-DEV”という名前で検出されます。 

 
図 8-6 : リモートデバイスの Scan画面 

 

⚫ 接続すると、Advertisingを停止します。 

⚫ リモートデバイスから GATTサービス検索を行うと、以下が検出されます。 

➢ Battery サービス(BAS, UUID : 180F) 

➢ Battery Level キャラクタリスティック(UUID : 2A19) 

 

➢ LED Switch サービス(LSS, UUID : 58831926-5F05-4267-AB01-B4968E8EFCE0) 

➢ Switch State キャラクタリスティック(UUID : 58837F57-5F05-4267-AB01-B4968E8EFCE0) 

➢ LED Blink Rate キャラクタリスティック(UUID : 5883C32F-5F05-4267-AB01-B4968E8EFCE0)  

 

 
図 8-7 : リモートデバイスのサービス検出画面 

 

⚫ Battery Levelキャラクタリスティックの Notificationを有効にした後、RX23Wからダミーの Battery 

Levelを 1sごとに送信します。 

⚫ Switch Stateキャラクタリスティックの Notificationを有効にした後、board上の SW1を押すと、

Notificationを送信します。 

⚫ リモートデバイスから LED Blink Rate キャラクタリスティックに値を書き込むと数値 x 100msの間隔

で LEDの点滅が始まります。0を書き込むと、LEDが消灯します。 

⚫ 切断すると、Advertisingを再開します。 
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Renesas FreeRTOS BLEデモプロジェクトとリモートデバイスの使用例を図 8-8に示します。 

 

 
図 8-8 : Renesas FreeRTOS BLEデモプロジェクトとリモートデバイスの使用例 

 
 
  

Renesas FreeRTOS

BLEデモプロジェクト

Advertising開始

リモートデバイス

GATT Serverのアクション

BLE Event

リモートデバイスのアクション

Scan開始

Advertising Packet

Advertising Packet

接続完了
(BLE_GAP_EVENT_CONN_IND)

接続要求

サービス検索開始

"RBLE_DEV" の
デバイスを検索し、

見つかったら、接続開始。

サービス検索完了

ペアリング開始

ペアリング完了
(BLE_GAP_EVENT_PAIRING_COMP)

Switch State Notification 有効化

SW1押下

Notification

サービス検索の結果、以下を検出。
Battery サービス(BAS, UUID : 180F)

Battery Level キャラクタリスティック(UUID : 2A19)

LED Switchサービス 
UUID : 58831926-5F05-4267-AB01-B4968E8EFCE0

Switch State キャラクタリスティック
UUID : 58837F57-5F05-4267-AB01-B4968E8EFCE0

LED Blink Rate キャラクタリスティック
UUID : 5883C32F-5F05-4267-AB01-B4968E8EFCE0

Switch State キャラクタリスティックの
Notificationを有効にしたのち、
GATT ServerのSW1を押すと、
Notificationが送られてくる。

LED blink rateライト要求

LED点滅

LED Blink Rate  キャラクタリスティックに
数値(n)を書き込むと、n x 100msの間隔で
LEDが点滅する。
0を書き込むと、LEDが消える。

切断完了
(BLE_GAP_EVENT_DISCONN_IND)

切断要求

Advertising開始

切断すると、Advertisingを再開する。

opt

LED Switchサービス、
または Battery サービスへの
アクセスにセキュリティを
設定している場合

Battery Level  Notification 有効化

Notification

Battery Levelキャラクタリスティックの
Notificationを有効にしたのち、
1sごとにダミーのBattery Levelが
送られてくる。
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8.4 HCIモードデモプロジェクト 

HCIモードデモプロジェクトは起動後、HCIコマンド待ちの状態となります。RF特性評価用の HCIコマン

ドを入力するか、BTTS(Bluetooth Test Tool Suite : R01AN4554)と接続してご使用ください。 
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8.5 CS+上での動作確認 

デモプロジェクト内の Renesas共通プロジェクトファイル(rcpcファイル)により、CS+上においてもデモ

プロジェクトの動作確認が可能です。動作確認に使用した CS+のバージョンは V8.05です。 

下記の手順で CS+上でデモプロジェクトをオープンします。 

 
 

1.  CS+を起動します。 

2.  “ファイル >> ファイルを開く”画面上で拡張子を“MCU Simulator Online / e2 studio用プロジェクト・

ファイル(*.rcpc)”に設定し、rcpcファイルを選択します。 

 

 
図 8-9 : rcpcファイルのオープン 

 

3.  “プロジェクト変換設定”画面で”OK”を押します。 

 

 
図 8-10 : プロジェクト変換設定画面 
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4.  プロジェクトの変換が完了すると、CS+上でデモプロジェクトの動作確認が可能となります。 

CS+の操作については以下 URLのユーザーズマニュアルをご参照ください。 

https://www.renesas.com/software-tool/cs 
 
 

 
図 8-11 : CS+上でのデモプロジェクト 

 
  

https://www.renesas.com/software-tool/cs
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8.6 追加方法 

e2 studioにデモプロジェクトを追加する方法を以下に説明します。 

 

(1) 4.1 新規プロジェクトの作成と 4.4 コンポーネントの追加を参照し、BLE FITモジュール(r_ble_rx23w)

を含む RX23Wのプロジェクトを作成します。または、BLE FITモジュールがコンポーネントとして含

まれている RX23Wの既存のプロジェクトを用意します。 

(2) “コンポーネント”タブを選択し、”r_ble_rx23w”を右クリックし、”サンプルプロジェクトのダウンロー

ドとインポート”をクリックします。 

 
図 8-12 : サンプルプロジェクトのダウンロードとインポート(1) 

 

(3) スマート・ブラウザー上に BLE FITモジュールのアプリケーションノート(タイトル : RX23W グルー

プ BLE Module Firmware Integration Technology アプリケーションノート, ドキュメント No : 

R01AN4860EJYYYY (YYYYはバージョン))が表示されるので、これを右クリックし、”サンプル・コー

ド(プロジェクトのインポート)”を選択します。 

 

 
図 8-13 : サンプルプロジェクトのダウンロードとインポート(2) 

 

(4) r01an4860xxYYYY-rx23w-ble-fit.zi(YYYYはバージョン)をダウンロードする場所を指定し、ダウンロー

ドします。ダウンロード完了後、”インポートするパッケージの選択”ウィンドウが表示されます。ここ

でインポートするプロジェクトを選択します。 

 
図 8-14 : サンプルプロジェクトのダウンロードとインポート(3) 
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(5) “インポート”ウィンドウ上で終了ボタンを押すと、デモプロジェクトがインポートされます。 

 

 
図 8-15 : サンプルプロジェクトのダウンロードとインポート(4) 
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9. 付録 

9.1 動作確認環境 

BLE FITモジュールの動作確認環境を以下に示します。 

 

表 9.1 動作確認環境 (Rev.2.50) 

項目 内容 

統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 e2 studio 2022-10 (64bit版) 

IAR Embedded Workbench for Renesas RX 4.20.1 

C コンパイラ  ルネサスエレクトロニクス製 C/C++ Compiler for RX Family V2.08.00 

IAR C/C++ Compiler for Renesas RX version 4.20.1 

コンパイルオプション：統合開発環境のデフォルト設定 

エンディアン  リトルエンディアン 

モジュールのリビジョン Rev 2.50 

RTOS FreeRTOS (kernel only) version 10.4.3-rx-1.0.6 

使用ボード Target Board for RX23W (RTK5RX23W0C00000BJ) 

Target Board for RX23W module (RTK5RX23W0C01000BJ) 

Renesas Solution Starter Kit for RX23W (RTK5523W8AC00001BJ)  
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9.2 トラブルシューティング 

 
(1) Q：本FIT モジュールをプロジェクトに追加しましたが、ビルド実行すると「Could not open source 

file "platform.h"」エラーが発生します。  

 

A：FIT モジュールがプロジェクトに正しく追加されていない可能性があります。プロジェクトへの

追加方法をご確認ください。 本FIT モジュールを使用する場合、ボードサポートパッケージFIT モ

ジュール(BSP モジュール)もプロジェクトに追加する必要があります。BSP モジュールの追加方法

は、アプリケーションノート「ボードサポートパッケージモジュール(R01AN1685)」を参照してくだ

さい。 

 

 

(2) Q：本FIT モジュールをプロジェクトに追加しましたが、ビルド実行すると「This MCU is not 

supported by the current r_ble_rx23w module.」エラーが発生します。  

 

A：追加したFIT モジュールがユーザプロジェクトのターゲットデバイスに対応していない可能性が

あります。追加したFIT モジュールの対象デバイスを確認してください。  

 
 

(3) Q：本FIT モジュールをプロジェクトに追加しましたが、ビルド実行すると「コンフィグ設定が間 

違っている場合のエラーメッセージ」エラーが発生します。  

 

A：“r_ble_rx23w_config.h”ファイルの設定値が間違っている可能性があります。

“r_ble_rx23w_config.h” ファイルを確認して正しい値を設定してください。詳細は「2.7 コンパイル時

の設定」を参照してください。 

 

 

(4) Q：アプリケーションのビルドを実行すると「Could not open source file 」エラーが発生します。  

 

A：アプリケーションのソースコードのパスが長くなっており、e2 studioの最大パス長を超えている可

能性があります。アプリケーションのソースコードのパス名が短くなるように設定してください。 
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改訂記録 

Rev. 発行日 

改訂内容 

ページ ポイント 

1.00 2019.08.23 — 初版発行 

1.01 2019.10.31 20 “2.8.6 コマンドライン”の各コマンドの説明を”Bluetooth® Low Energy

プロトコルスタック基本パッケージ ユーザーズマニュアル 

(R01UW0205)”に移動。 

26 “4. 使用方法”の更新 

58 “7. デモプロジェクト”にデモアプリの使い方を追記。 

ライブラリ Mesh対応を追加。 

ライブラリ R_BLE_VS_SetBdAddr()で BLE_VS_ADDR_AREA_REG(0x00)でのア

ドレス変更時のペアリングに対応。 

 1.10 2019.12.26 - 以下のコンパイラをサポート。 

- IAR C/C++ Compiler for Renesas RX 

ライブラリ - ボンディング情報を最大数保持した状態で再起動後にペアリング

に失敗する現象の修正。 

- ローカルデバイスのみがボンディング情報を削除した状態で

R_BLE_GAP_StartPairing ()をコールすると、

BLE_GAP_EVENT_PAIRING_COMPイベントが通知されない現象

の修正。 

- 再起動後にペアリング済みでアドレス解決を行った 2台目以降の

リモートデバイスとの接続が失敗する現象の修正。 

- R_BLE_GAP_DeleteBondInfo()の remoteパラメータに” 

BLE_GAP_SEC_DEL_REM_NOT_CONN(0x02)”が指定された場合

に、ボンディング情報が削除されない現象の修正。 

- Resolving List / White List / Periodic Advertiser Listをクリア中に別

の操作が要求された場合にエラーを返すように修正。 

- 高負荷パケット送信中に対向デバイスから別の要求を受け付けた

場合に切断する現象の修正。 

- RSSI誤差の修正。 

- MTU交換時に指定可能な最小のサイズを 23バイトに変更。 

- Balance ライブラリ使用時に advertising実施中に接続要求パケッ

トを発行できるように改善。 

プログラム - 割り込み関数の宣言、セクションの宣言について BSPマクロ定義

を使用。 

- Advertising用の抽象 APIにローカルデバイスのアドレスタイプと

して、スタティックアドレスが指定できるように修正。 

- 接続パラメータ更新要求への応答処理をコマンドライン機能から

アプリ層に移動。 

- BLE_CFG_CMD_LINE_ENに 0が設定された場合に cmdディレク

トリのコードを無効化。 

- BLE_CFG_RF_ADV_SET_MAXが 4以外に設定した場合の不正な

メモリアクセスを修正。 

- スキャンフィルタ使用時に AD type : 0を指定された場合の処理を

追加。 

- 他の FITモジュールへの依存関係を解消し、以下のコンフィギュ

レーションオプションのデフォルトを無効に変更。 

BLE_CFG_EN_SEC_DATA (r_flash_rx) 

BLE_CFG_CMD_LINE_EN (r_sci_rx, r_byteq_rx) 

BLE_CFG_BOARD_LED_SW_EN (r_gpio_rx, r_irq_rx) 

BLE_CFG_DEV_DATA_DF_BLOCK (r_flash_rx) 

- 以下のコンフィギュレーションオプションを追加。 

BLE_CFG_ABS_API_EN (抽象 APIの有効／無効) 

BLE_CFG_SOFT_TIMER_EN (ソフトウェアタイマの有効／無効) 
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BLE_CFG_MCU_LPC_EN(MCU低消費電力機能の有効／無効) 

BLE_CFG_HCI_MODE_EN(HCI モードの有効／無効) 

2.00 2020.7.27 7, 43 - BSPのバージョンについての注記を追加。 

- CMT FITモジュールが v4.50以降の場合、ソースコードを変更す

る必要がないことを追記。 

13 - BLE_CFG_NUM_BOND変更時の注意を追記。 

16 - 表 2.2.の各機能の説明をユーザーズマニュアルへ移行。 

29 - “4.2 BSPバージョン確認”を追加。 

31 - SCI FITモジュール名の修正。 

r_sic_rx --> r_sci_rx 

32 - FITモジュールが見えない場合の対応方法を追記。 

35-36 - コマンドライン使用時の SCIコンフィギュレーションオプション

の設定内容を追記。 

38-39 - 表 4.1に Customer boardの初期値を追記。 

- IRQコンフィギュレーションオプションの設定を追記。 

46 - “4.6.3 アプリケーションの追加”のコード変更内容を修正。 

49 - DTBL/BTBLについて補足を追記。 

54-66 - “4.9 IAR開発環境”の章の構成を変更。 

67 - “5. アプリケーションの作成方法”をアプリケーション開発者ガイ

ド(R01AN5504)に移行。 

77 - “7. ツール”に HCIモード向けツールの場所を追記。 

- “7.1 BDAddrWriter”にユーザーズマニュアル(R01UW0205)への参照

を追加。 

- “7.2 CLVALTune”の参照にダウンロード番号を追記。 

82-83 - GATT Clientデモプロジェクトの説明と図 8.5を修正。 

87-88 - “8.5 追加方法”を Smart Configuratorからダウンロード・インポー

トする方法に変更。 

90 - “9.2 (1)”の回答から FIT コンフィグレータによるプロジェクトへの

追加方法を削除。 

全体 - コードサンプルを e2studioのエディタ表示に変更。 

- API仕様書名の修正。 

r_ble_spec.chm --> r_ble_api_spec.chm 

ライブラリ - Scanチャネルマップ APIを追加。 

- Balance/Compactでの RFイベント通知機能を修正。 

- R_BLE_VS_SetTxPower()による送信パワー変更の修正。 

- Long Characteristicの書き込み完了通知を修正。 

- 不正なパケットに対する脆弱性の問題を修正。 

- Slave Latencyに関する問題を修正。 

- ボンディングに関する問題を修正。 

プログラム - Renesas FreeRTOS対応を追加。 

- ソフトウェアスタンバイに遷移する条件の見直し。 

- GATT通信の Notification, Indicationの時の CCCDの確認方法を変

更。 

2.10 2020.12.24 6 - BLE FITモジュールのソフトウェア構成図の修正 

ライブラリ - R_BLE_Execute()内の API実行処理と RFウェイクアップ割り込

みが限定的なタイミング(数サイクル)で競合した場合に、RFウェ

イクアップ処理が正常に行えない現象の修正。 

- Scan実行中に Advertisingの開始・停止を繰り返した場合に、タ

イミングによっては Scanが継続できなくなる現象の修正。 

- ソフトウェアタイマの R_BLE_TIMER_UpdateTimeout()を連続実

行すると指定時間でタイムアウトしなくなる現象の修正。 
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- Central(Master)が RPAを使用しない場合に、RPAを使用している

Peripheral(Slave)に対して RPA解決できる条件でも接続できない

現象の修正。 

- QE for BLE上で Included Serviceに Encryptionをつけると、

Included Service discovery時に Insufficient Authenticationエラー

を返してしまう現象の修正。 

プログラム - 抽象 APIの Scan, 接続要求時にローカルデバイスのアドレスタイ

プを指定できるように変更。 

- FreeRTOS使用時にソフトウェアタイマのコールバックで BLEタ

スクをウェイクアップするように修正。 

- セキュリティデータ管理のボンディング情報の上書き処理を修

正。 

- コマンドライン機能に以下を追加。 

- adv, scan, conn, privコマンドにローカルデバイスの 

アドレスタイプを示すオプションを追加。 

- adv, scan, connコマンドにホワイトリストを指定するオプショ

ンを追加。 

- advコマンドに advertising setを削除するオプションを追加。 

- privコマンドに Resolving Listの登録を削除するオプションを

追加。 

2.11 2021.3.30 - - RX23Wモジュール(R5F523W8CxLN, R5F523W8DxLN)をサポー

ト。 

8 - RX23Wモジュール選択時の BSP、GPIO FITのバージョンについ

て追記。 

12 - RX23Wモジュール使用時の BLE_CFG_RF_CLVALの設定値追

加。 

- Target Board使用時の BLE_CFG_RF_DDC_ENの設定値を追加。 

18 - CCRXの C++を使用する場合は、ロガーがサポート外となること

を追記。 

20 - gapコマンド,vsコマンドを使用時の注記を追加。 

- 2.8.7 LED and Switch 制御を追加。 

26 - RX23Wモジュール向けのプロジェクトを作成する場合は、

e2studio 2021-01以降のバージョンを使うことを追記。 

27 - 図 4.4に RX23Wモジュールの型番の情報を追記。 

30 - RX23Wモジュール選択時の BSPのバージョンについて追記。 

32 - BLE Profile Creation, r_ble_qe_utilityを選択するコンポーネントに

追加。 

33-34 - ダウンロードした FITモジュールが見つからない場合に変更する

スマート・コンフィグレータの設定を追記。 

78 - BLE FIT APNの URLを変更。 

- パッケージ名を変更。 

79 - 表 8.1に RX23Wモジュールの FITDemoを追加。 

- FITDemoに含まれる FITのバージョンを追記。 

92 - 表 9.1に以下を追加。 

- 統合開発環境に e2 studio 2021-01 (64bit版)を追加。 

- 使用ボードに Target Board for RX23W module、 

Renesas Solution Starter Kit for RX23W を追加。 

ライブラリ - スタティックアドレスを途中で変えた場合に advertisingに反映さ

れるように変更。 

- RPA機能使用時の Scan Request受信イベント

(BLE_GAP_EVENT_SCAN_REQ_RECV )内に含まれる scanner

のアドレスを修正。 
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- Coded PHYのみで scanを実行後、1M PHYのみで scanを実行し

た場合に BLE_GAP_EVENT_ADV_REPT_INDイベントが通知さ

れないことがある現象を修正。 

- ノンマスカブル割り込みステータスレジスタ(NMISR)が 0x00でな

い場合に R_BLE_Execute() APIから戻らない現象の修正。 

プログラム - CCRXの C++使用時に可変長マクロを使用しないように変更。 

- コマンドライン機能の以下を修正。 

- passkey entryによるペアリング時に 0から始まる passkey

を 10進数として識別できるように修正。 

- gap scanコマンドのフィルタに 0x00を含めて設定できるよ

うに修正。 

2.20 2021.6.30 88 - “8.5 CS+上での動作確認”を追加。 

ライブラリ - Impersonation in the Passkey Entry Protocol (CVE-2020-26558)へ

の対応 

2.30 2021.10.15 14 - 表 2.4の BLE_CFG_MCU_MAIN_CLK_KHZの 

PLL Circuit使用時の設定範囲を修正。 

52 - 2)ライブラリ選択バッチファイルの登録の 

ビルド前のステップに設定するパスを修正。 

ライブラリ - 特定の条件において、BLE接続動作開始時に BLEIRQ割り込みが

発生し続け、メインルーチンが動作しない問題の修正。 

- PLL回路有効時のクロックの範囲チェックを修正。 

2.31 2022.4.15 - - BLE Profile Creation , r_ble_qe_utility についての記載を削除。 

8 - BLE FITが使用する RX23Wのハードウェア機能の表を追加。 

11 - BLE_CFG_RF_CONN_MAXの説明を修正。 

15 - BLE_CFG_NUM_BONDの説明を修正。 

22 - “2. 9 Flash Memory Protection”を”2.9 デバイス固有データ”に 

変更。 

29 - Renesas FreeRTOSの新規プロジェクトの作成の説明を更新。 

70 - R_BLE_CLI_Printfはどちらかのタスクからのみコール可能である

ことを追記。 

79 - パッケージの URLの修正。 

- 図 7.1の zipファイル名の修正。 

80 - FITDemoが QE for BLE v1.40を使用していることを明記。 

93 - 表 9.1 から e2 studio V7.8.0 (32bit版)を削除。 

ライブラリ - 初期化時の動作安定化のため R_BLE_Open API内のタイミングを

調整。 

- R_BLE_GAP_UpdConnのパラメータチェックを修正。 

プログラム - app_libの軽微な修正。 

- FITDemoが e2 studio 2022-04以降に対応。 

2.40 2022.6.30 10 - “2.3.1 ペリフェラルロールでの接続パラメータに関する制限事項”

を追加。 

20 - 抽象 APIのコードを変更しないよう追記。 

ライブラリ - R_BLE_Openの初期化安定待ち時間の調整。 

- Connection Latencyが有効な接続におけるペリフェラル通信動作

の安定化。 

プログラム - BDアドレスを指定したボンディング情報削除後にデータフラッ

シュ内のボンディング情報が削除できない問題の改修。 
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2.50 2022.12.27 - - BLE FITプロファイル共通部を BLE FITから QE for BLEに移行。 

8 - 表 2.1に割り込み優先レベルについて追記。 

10 - RFスリープモードに遷移できなくなる問題を回避するための

Supervision Timeout短縮補正について追記。 

50 - 前バージョンから BLE FITのみ更新した場合、プロジェクトの

フォルダ構成が変わり、ビルドエラーが発生するため、“4.6.4 プ

ロファイル共通部のコード生成“を追加。 

55 - ライブラリ選択バッチファイルのファイルパスの区切り文字を 

変更。 

ライブラリ - Peripheral動作の時、特定の条件で切断が発生すると RFスリープ 

モードに遷移できなくなる問題の修正。 

- R_BLE_GAP_SetPhy APIで Coded PHYに変更後、Coded PHY

の Coding scheme(S=2/S=8)の切り替えが行えないことがある問題

を修正。 

- MTUよりサイズ大きい可変長キャラクタリスティックの read 

/writeに対する GATT Databaseの処理を修正。 

- エラー発生時の prepare write queueの処理の修正。 

- BLE_CFG_LIB_TYPEで Balanceまたは Compactを指定した場合

のWhite Listに登録可能なエントリ数の修正。 

- R_BLE_GATTC_ReadCharUsingUuidのイベント IDの修正。 

- R_BLE_GAP_CreateConn API で White Listフィルタを有効にし

た場合に、BLE_GAP_EVENT_CONN_IND イベントパラメータの

local_rpaに使用していない値を通知することがある問題を修正。 

- Peripheral動作での接続後、接続イベントが実行できず 41秒後に

BLE_GAP_EVENT_DISCONN_INDイベントが通知されることが

ある問題を修正。 

- 接続パラメータ変更要求に対してリモートデバイスが拒否した場

合のエラーコードを修正。 

プログラム - app_libから profile_cmn, discoveryを削除。 

- ライブラリ選択シェルスクリプトを追加。 

- セキュリティデータ管理のエラー処理の修正。 

 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意事項については、本ドキュメントおよびテクニ

カルアップデートを参照してください。 

1. 静電気対策 

CMOS製品の取り扱いの際は静電気防止を心がけてください。CMOS製品は強い静電気によってゲート絶縁破壊を生じることがあります。運搬や保

存の際には、当社が出荷梱包に使用している導電性のトレーやマガジンケース、導電性の緩衝材、金属ケースなどを利用し、組み立て工程にはアー

スを施してください。プラスチック板上に放置したり、端子を触ったりしないでください。また、CMOS製品を実装したボードについても同様の扱

いをしてください。 

2. 電源投入時の処置 

電源投入時は、製品の状態は不定です。電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。外部

リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の状態は保証できません。同様に、内蔵パワーオン

リセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのかかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. 電源オフ時における入力信号 

当該製品の電源がオフ状態のときに、入力信号や入出力プルアップ電源を入れないでください。入力信号や入出力プルアップ電源からの電流注入に

より、誤動作を引き起こしたり、異常電流が流れ内部素子を劣化させたりする場合があります。資料中に「電源オフ時における入力信号」について

の記載のある製品は、その内容を守ってください。 

4. 未使用端子の処理 

未使用端子は、「未使用端子の処理」に従って処理してください。CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっ

ています。未使用端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れたり、入力信号と認識

されて誤動作を起こす恐れがあります。 

5. クロックについて 

リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した

後に切り替えてください。リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、クロックが十分安定

した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り

替え先のクロックが十分安定してから切り替えてください。 

6. 入力端子の印加波  

入力ノイズや反射波による波 歪みは誤動作の原因になりますので注意してください。CMOS製品の入力がノイズなどに起因して、VIL（Max.）か

ら VIH（Min.）までの領域にとどまるような場合は、誤動作を引き起こす恐れがあります。入力レベルが固定の場合はもちろん、VIL（Max.）から VIH

（Min.）までの領域を通過する遷移期間中にチャタリングノイズなどが入らないように使用してください。 

7. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。アドレス領域には、将来の拡張機能用に割り付けられている リザーブアドレス（予約領

域）があります。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてください。 

8. 製品間の相違について 

型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してください。同じグループのマイコンでも型名が違うと、フラッ

シュメモリ、レイアウトパターンの相違などにより、電気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐 、ノイズ幅射 などが異なる場合が

あります。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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本社所在地  お問合せ窓口 
〒135-0061 東京都江東区豊洲 3-2-24（豊洲フォレシア） 

www.renesas.com 

 弊社の製品や技術、ドキュメントの最新情報、最寄の営業お問合せ窓

口に関する情報などは、弊社ウェブサイトをご覧ください。 

www.renesas.com/contact/ 

商標について   

ルネサスおよびルネサスロゴはルネサス エレクトロニクス株式会社の

商標です。すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属

します。 
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